
大
多
幼
植
物
の
特
性
に
闘
す

る
研
究

円

モ欠

緒

論
て
割
方
園
時
の
E
R
き
に
旋
て

官
同
睡
眠
材
料
車
に
方
法

結

果1
、
芽
鞠
め
成
長
幽
鰍

2
、
粒
の
犬
小
と
の
関
係

3
・
生
育
泡
度
及
潟
度
と
の
関
係

4
・
光
線
、
ι
の

関

係

'

5
、
幡
市
商
の
穣
さ
と
の
聞
係

6
、
努
鞠
の
長
さ
の
固
定
回
開

7
、
本
昭
市
大
圏
賓
の
芽
輔
の
憂
き
の
品
種
間
岨
望
奨

考

寮

一
.、
緒
方
掴
帽
の
生
脊
角
度
に
就
て

曙
回
線
樹
料
市
出
に
方
法

結

果1
、
光
線
及
び
生
育
温
度
と
の
関
係

2
、
掃
種
の
深
さ
と
の
関
係

3
、
芽
相
生
育
角
度
の
盟
実

4
、
本
苑
大
餐
芽
幽
町
生
育
角
度
C
品
種
間
鑓
同
時

5
、
他
の
符
怪
と
の
鵬
係

大
車
置
幼
植
物
の
将
位
に
関
す
る
研
究

農

易経

高

+長

降

考

察

三
、
種
子
根
敏
に
就
て

賓
験
Hm料
孤
に
方
法

結

果ー
、
穂
子
榎
般
の
増
加
朕
況

2
、
生
音
問
調
岨
礎
と
の
関
係

3
、
粒
の
大
小
・
軽
重
と
の
関
係

4
、
穂
子
根
敏
の
掛
呉

5
、
本
潟
大
理
置
の
扇
子
縫
敏

'
品
種
間
幽
霊
安

6
、
他
の
諸
特
使
と

ρ
関
係

考

察

園
、
大
餐
幼
縞
物
の
地
上
部
街
地
下
部
位
私
物
重
の
比
に
就
て

賓
駿
初
料
血
に
方
法

結

果ー、

T
一B
車
中
の
同
一
日
間
縛
に
於
げ
る
密
実
の
程
度

2
、
本
邦
大
奈
の
幼
憶
物
の

Zuu率
の
口
開
港
開
撞
奨

3
、
他
の
諸
将
憶
と
の
関
係

銭要献
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平



犬
養
幼
植
物
の
特
性
に
鵬
す
る
研
究

。

緒

雷

の
様
友
黙
を
捧
げ
る
と
と
が
出
来
る
と
思
ふ
。

幼
紘
物
の
形
態
的
並
に
生
理
的
諸
特
性
の
研
究
は
作
物
の
育
種
操
作
上
、
叉
作
物
栽
培
上
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
，
究

/
 

ー
、
幼
植
物
は
植
物
生
育
の
第
一
歩
で
あ
り
、
そ
の
稜
育
の
良
否
は
植
物
の
金
生
育
期
に
渉
り
影
響
を
持
っ
と
と
。

2
・
幼
植
物
の
形
態
的
並
に
生
理
的
諸
特
性
は
、
屡
々
成
育
し
た
植
物
の
示
す
諸
特
性
と
の
聞
に
、
可
な
り
密
接
な
相
開
聞
係
乞
有
す
る
も

の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
成
育
し
た
植
物
の
特
性
を
、
そ
の
初
期
に
於
て
橡
知
し
・
選
抜
等
に
有
効
に
利
用
し
得
る
と
と
.

3
・
幼
植
物
の
示
す
特
性
の
品
種
間
差
異
は
鑑
識
が
容
易
で
且
顕
著
で
あ
る
と
と
.

従
っ
て
、

と
れ
が
研
究
の
必
要
性
は
、
以
前
か
ら
多
く
の
人
身
に
よ
り
設
か
れ
た
所
で
あ
り
、
寺
尾
博
士
等
は
特
に
強
調
し
て
ゐ
る
・
故

4
‘
幼
植
物
の
培
養
に
首
O
て
は
、
そ
の
環
境
僚
件
を
可
な
り
殿
密
に
取
扱
ひ
得
ら
れ
る
錦
、
育
種
上
必
要
た
微
小
な
差
異
の
鷲
見
を
容
易

な
ら
し
め
る
・
持
に
、
暗
黒
、
高
、
低
温
の
利
用
、
そ
の
他
特
殊
な
外
的
俵
件
を
任
意
に
興
へ
て
、
そ
の
業
異
を
繍
大
し
得
る
と
と
。

5
、
随
時
に
、
且
‘
多
く
の
偶
帽
を
使
用
し
、
反
覆
質
験
を
行
ひ
得
る
と
と
・

に
、
と
の
置
の
研
究
結
果
も
亦
砂
く
な
い
。
本
邦
に
於

τは
梢
を
中
心
と
し
、
叉
、
他
の
作
物
に
就
て
も
、
逐
弐
有
意
義
友
研
究
が
費
表
さ

れ
て
ゐ
る
。
寺
尾
氏
(
一
を
呈
)
、
寺
尾
、
近
藤
両
氏
(
一
九
歪
〉
は
稲
、
大
変
に
就
て
‘
幼
植
物
の
特
性
、
特
に
葉
片
、
葉
鞘
の
長
さ
、
幅
、
そ
の

柔
剛
、
直
曲
等
に
著
し
い
差
の
あ
る
と
と
そ
述
べ
、
星
野
氏
(
一
九
三
ぎ
は
、
水
稲
並
に
、
大
葬
に
就

τ、
幼
植
物
の
特
性
と
梓
長
と
の
聞
に
極

め
て
高
い
相
聞
h

戸
係
の
あ
る
と
と
b
t・報
告
し
て
ゐ
る
。



又
、
演
同
氏
〈
一
九
一
一
玄
〉
は
、
日
本
裂
及
び
印
度
型
の
総
は
、
そ
の
中
重
の
長
さ
に
よ
り
原
町
さ
れ
縛
る
と
と
を
明
仇
に
レ
て
ゐ
る
φ

川
水
島
、

山
田
両
氏
(
一
九
百
九
)
批
判
)
@

原
島
氏
(
一
主
さ
は
、
陸
稲
と
水
稲
と
の
聞
に
は
、
芽
鞘
の
維
管
束
の
数
並
に
種
子
棋
の
初
原
木
質
部
の
教
に

叉
、
本
葉
の
形
、
大
き
さ
に
も
差
の
あ
る
と
と
を
述
べ
て
ゐ
る
。
小
委
で
も
、
芽
鞘
の
維
管
東
教
の
差
異
に
就
て
の
報
告
が
あ

差
が
あ
り
、

る
。
(
バ
l

シ
パ
ル
(
句
岡
山
町
8
2巳
)
(
一
九
一
一
芝
、
ミ
ツ
チ
ン
ス
キ
l
(
富
岡
司
自
家
臣
)
〈
一
望
さ

中
山
氏
〈
一
九
四
三
は
、
稲
に
於

τ、
媛
性
の
も
の
は
、
池
町
通
型
の
も
の
に
比

L
、
芽
鞘
の
短
い
と
と
を
雄
代
、

(
一
-
事
〉
も
.
大
詰
於
て
、
全
く
同
様
の
と
と
を
報
告
し
て
ゐ
る
。

品
川
、
生
理
的
な
特
性
に
就
て
は
、
一
二
島
氏
(
一
き
ず
八
)
は
、
稲
の
幼
杭
物
を
水
平
に
置
い
た
場
合
に
、
背
地
性
に
著
し
い
品
種
間
差
異
が
あ
る

ス
ヱ
レ
ソ
レ

(
∞
垣
何
回

mczv

と
と
を
報
じ
て
ゐ
る
。

秋
演
・
戸
川
・
中
川
の
諸
氏
(
一
九
茜
〉
は
、
陸
稲
口
問
種
闘
で
'
は
、
幼
植
物
の
耐
羊
性
、
描
捜
索
酸
加
盟
に
劃
す
る
抗
毒
性
並
に
、
低
温
抵
抗
性
の

三
性
質
に
闘
し
、
相
類
似
し
た
傾
向
を
示
す
と
と
を
確
め
、
徳
田
・
滴
津
両
氏
(
一
主
一
A
、四
O
V
は
、
小
窓
会
品
種
の
耐
寒
性
と
幼
植
物
の
高
温
暗

所
に
於
け
る
衰
弱
の
遅
速
と
の
聞
に
閥
係
あ
る
と
と
を
報
告
し
て
ゐ
る
。

以
上
の
外
、
種
々
の
形
態
的
、
生
理
的
特
性
に
就
て
、
叉
、
異
ワ
た
見
地
か
ら
種
々
の
作
物
に
就
い
て
、
研
究
が
行
は
れ
て
ゐ
る
が
、
情

将
来
に
期
待
す
べ
き
多
く
の
場
面
が
蔑
さ
れ
て
ゐ
る
・

著
者
は
、
大
婆
の
育
盤
上
、
幼
植
物
の
研
究
の
必
要
性
を
感
じ
、
本
邦
各
地
に
栽
培
さ
れ
て
ゐ
る
主
要
品
種
を
材
料
と
し
て
、
品
種
の
比

較
試
験
を
行
。
た
。
そ
の
調
査
し
た
特
性
は
左
の
如
く
で
あ
る
ー

ー

、

芽

鞘

の

長

さ

2
、
芽
鞘
の
生
育
角
度

大
饗
幼
値
駒
の
特
性
に
闘
す
る
研
究



大
置
賓
幼
徳
島
官
の
特
性
に
闘
す
る
研
究

4
、
幼
植
物
の
地
上
部
封
地
下
部
の
乾
物
重
の
比

3
、
積
子
根
教
(
沢
市
山
5
5
5巾
Z
Z島
戸
)

而
し
て
、
此
等
の
諸
特
性
に
就
て
炎
々
、

ω、
此
等
諸
性
質
の
一
定
僚
件
に
於
け
る
壁
異
性
並
に
‘
外
界
位
陣
件
に
劃
す
る
反
慮
、
仰
、
品

種
間
差
異
等
一
を
調
査
す
る
と
共
に
、
側
、
品
問
、
此
等
と
諸
他
の
特
性
と
の
閥
係
に
就

τも
調
官
官
を
行
う
た
・

A、
批
等
の
結
果
は
、
街
将
来
更
に
、
攻
突
す
べ
き
舶
が
多
々
あ
る
と
思
は
れ
る
が
、
取
敢
・
予
と
L

に
取
趨
め
て
、
概
要
を
報
告
し
よ
う
と
思

-
、
芽
鞘
の
長
さ
に
就

τ

寺
尾
、
近
藤
剛
氏
(
一
山
d

葦
V

の
結
果
に
依
る
占
、
本
邦
大
薬
品
種
は
芽
鞠
の
長
さ
に
闘
し
、
紙
め
て
著
し
い
費
国
費
の
あ
る
と
と
が
伺
は
れ
る

が
、
著
者
は
と
の
特
性
を
中
心
に
し
て
、
種
k

の
調
査
を
行
っ
た
。

貨
験
材
料
並
に
方
法

有

草寺

戸

本
賓
験
に
供
用
し
た
材
料
は
、
本
邦
各
道
府
耐
鵬
、
樺
木
、
朝
鮮
、
春
一
漉
一
・
及
び
満
洲
に
於
て
現
在
栽
培
さ
れ
て
ゐ
る
品
種

並

κ+往
来
種
を
主
と
し
、
向
此
の
外
に
大
原
農
業
研
究
所
品
種
保
事
圃
に
裁
植
し
て
ゐ
る
も

の
を
加
へ
た
三
二
六
日
間
種
で
あ
る
ι

本
試
駐
に
用
ひ
た
各
地
方
別
材
料
は
、
凡
で
各
地
方
農
事
試
験
場
の
御
舟
意
に
依
り
分
譲

さ
れ
た
も
の
で
あ
O
て
、
裁
に
深
甚
D
謝
意
を
表
す
る
。

-貰

験

ま長

方

委褒

← 一一一ー ー
各

一 一一 地方
七 一六
九 0 九 品種

研

ヲt
所



の
床
上
に
、

一
品
種
三
四
粧
宛
を
整
然
と
播
下
し
‘
毎
日
、

一
回
宛
給
水
を
行
っ
て
培
養
し
た
・

〈
イ
)

幼
苗
生
育
僚
件

径
九
糎
の
シ
ヤ
1
ν
に
、
洗
糠
後
焼
い
て
、
楠
毒
し
た
川
砂
一
四

O
瓦
を
入
れ
、
そ
の
砂
の
飽
和
水
量
を
興
へ
た
も
の
を
床
と
し
た
。
と

生
育
温
度
は
二

O
度
、
生
育
期
聞
は
セ
日
占
し
走
。
恒
湿
器
内
の
漁
皮
は
成
る
丈
高
〈
保
つ
様
に
し
た
.
光
線
に
聞
し
で
は
、
毎
日
一

O

分
内
処
室
内
撒
光
に
嘗
て
る
外
、
之
を
遮
断
し
た
・
向
又
、
置
床
首
初
か
ら
二
一

O
ル
ッ
ク
ス
程
度
の
電
煙
光
線
で
連
績
照
明
を
行
っ
た

も
の
に
就
て
も
測
定
を
行
っ
た
。

向
、
此
等
の
諸
僚
件
を
費
へ
た
小
賓
験
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
に
就
て
は
別
々
に
述
ぺ
る
と
と
L
ず
る
。

《

ロ

V

iJllJ 

定

品
種
試
験
の
供
試
種
子
は
強
め
十
分
に
精
濯
し
守
由
民
〈
充
貸
し
た
も
の
を
用
ひ
、
特
に
痩
小
な
粒
を
避
け
た
・
そ
し
て
成
長
後
の
測
定
め
材

料
と
し
て
は
、
異
常
費
育
と
明
か
に
認
め
ら
れ
る
伺
慌
を
除
き
、
費
芽
そ
の
他
の
整
一
友
個
艦
、

一
品
種
夫
々
二

δ
ム
一

O
を
用
ひ
た
・

芽
鞠
の
長
さ

l
粒
の
背
面
、
基
部
か
ら
そ
の
先
端
迄
の
長
さ
を
用
ひ
た
。
品
種
の
値
は
、
杢
個
惜
の
平
均
敷
に
依
タ
て
一
本
'
し
た
。

結

果

ー
、
芽
鞘
の
成
長
曲
線

芽
鞘
の
長
さ
(
最
後
の
長
さ
の
と
と
を
単
に
長
さ
と
略
掛
ず
る
V

に
夫
々
可
な
り
差
の
あ
る
皮
萎
及
び
楳
萎
七
日
間
種
を
選
ぴ
、
各
五

O
個

慢
の
毎
日
の
成
長
量
を
測
定
し
た
結
果
は
、
第
一
表
及
び
第
一
園
の
如
く
で
あ
る
。

と
の
結
果
に
明
か
な
様
に
、
芽
鞘
の
成
長
は
、
S
型
曲
線
を
示
す
。
そ
の
成
長
は
主
と
し
て
、
置
床
後
四
日
及
五
日
の
南
日
に
行
は
れ
、

大
委
幼
植
物
の
将
位
に
関
す
る
研
究

一一一~-一



文
庫
官
幼
殖
歯
閣
の
持
管
に
寓
す
る
研
究

長

7心とI2 I g I 4 I 5 I 6 j 7 ! 8 

局主 1 披 | 1.6 8.5 17.0 20:2 20.7 

大分捻 !0156 17.3 25.3 Zl.2 .Zl.9 28.1 

黒重要 14gM 1.2 ロ.4 24.2 29.5 部.9 31.3 

4.3 18.5 34.2 37.5 39.5 39.7 

善光寺 t 3.0 20.2 4Q.4 43.0 43.3 43.6 

24.2 40.3 45.8 総.9 47.1 

プールデ y
1l.2..'3 j 34・6 56.2 57.6 57.4 拡 O

メ ロ :/ 

六
日
及
七
日
に
於
て
は
岐
に
、
慨
ね
そ
の
設
大
成
長
に
建
し
、
そ
の
後
は
殆

一
一
回

ど
伸
長
を
見
な
い
。
と
の
闘
で
は
芽
鞘
の
短
い
品
置
は
、
長
い
品
種
に
比
し

aJOC，暗黒〈但し測定時室内撤光に照射入約加個霞平均

て
伸
長
期
が
僅
か
に
遅
れ
て
ゐ
る
織
に
も
見
え
る
が
、
常
に
必
や
し
‘
さ
う

大萎芽輸の生長幽繰

一一一ーー手輔・~;，I-.;'

ーヰ$・.. 
岳乞与
.且沼，d，t

空事.，、捜
久~;封書

/ 叫

で
は
た
〈
、
伸
長
の
欣

態
は
、
芽
鞘
の
最
後
の

長
さ
が
、
著
し
く
異
る

成の幹j芽姿大第 一 表

第一闘

" 
50 

相

30 

h
N

問

。

普

倒

的
長
守
川

T 

口
問
置
聞
に
於
て
も
何
れ

も
殆
ど
差
異
が
な
い
。

と
の
と
と
は
芽
鞘
の
最

後
の
長
さ
が
品
種
の
問

有
の
性
質
で
あ
る
と
と

を
裏
書
す
る
も
の
と
も

考
へ
ら
れ
る
・

2
‘
粒
の
穴
小
と
の
欄
係

同
一
品
種
内
守
、
い
艇
の
日
大
小
と
芽
鞘
の
長
さ
と
の
聞
に
如
何
な
る
閥
係
が
あ
る
か
盈
試
胎
し
た
。
粒
の
犬
、
小
は
そ
の
厚
さ
、
幅
及
び
長

さ
と
密
接
&
相
聞
を
持
。
ζ

と
を
知
り
、
楳
婆
山
口
川
種
に
就
き
、
先
づ
、
粒
の
単
さ
に
依
り
、
各
品
種
共
、
夫
そ
十
数
匿
に
分
け
後
、
各



高輔の長さ&離の太IJ、粧重との闘係

佐賀大粒徳

第二表

44 

47 

m
4

お

24.8 14.9 36 

';f1 

27.8 48 i 15.0 

49 1 16.4 

47 I 18.5 
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大
軍
軍
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田
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粒

¥
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h

再
織
の
長

2
F

医
の
粒
重
並
に
粒
の
長
さ
及
び
幅
を
測
定
じ

た
。
そ
し
て
各
直
一

O
l
一一
一
O
粒
を
周
ひ
・

ー-~ a. 
..- ..宮崎弘

。4・3' 

a骨量量豊 tト

前
記
の
方
法
に
依
り
、
試
験
を
行
っ
た
。

あ
る
a

そ
の
結
果
は
第
二
表
及
第
二
圃
の
如
〈
で

第
二
表
並
に
第
二
闘
に
明
か
た
様
に
伺
一

品
置
に
於
て
も
、
粒
の
護
育
良
好
で
大
き
い

も
の
判
官
、
芽
鞘
の
長
さ
は
長
大
と
な
る
傾
向

一一五



大
褒
幼
植
物
の
特
性
に
則
す
る
研
究

六

が
見
ら
れ
る
。
而
し
て
、
殊
に
極
小
な
痩
せ
た
位
に
於
て
、
芽
鞠
は
著
し
く
短
い
。
し
か
し
、
或
程
度
以
上
の
粒
に
な
る
と
そ
の
憂
さ
の
差

は
比
較
的
少
た
い
様
で
あ
る
。

各種温度に於ける大.芽鞘の生長

c 
回目

の輔
さ

芽
長

盟
を

軒
町
即
一
句
お

生
穫名種品主主育:毘i芽鞠力

目霊園分1長さ

。C I mm 
30 I 28 

第三表

名種

mm 
45 

国勾44 25 

54 
就2 早木曾

回20 大六角 22君主

45 5 47 14 

37 5 
43 25 

34 30 宮長
11 

58 20 
主tち$ 52 25 

日

40 

14 

5 
印20 大六角 22就

61 11 

43 25 3u 5 

54 勾31 30 

47 14 
就2 意思4呈

42 25 

36 5 52 却務2 一年重要

49 

57 

25 

20 

46 

40 

14 

5 

日14 
島根大姿 1蹴

26 30 

~ 25 36 5 

泊25 
46 

40 

20 

14 

コピy カタギ4披

30 20 
37 5 

扱7 の尾虎
泊14 

10 30 
5 

L各温度共芽鞠の縁大成長を示せ

る障害期に於て測定す

2.鋳飽和の築漏傑件に於ける生育

20 

24 

26 

23 

25 

20 

14 

5 

水品開取305盟主



3
、
生
育
温
度
及
び
漁
度
と
の
閥
係

従
A
J

て
よ
聞
種
比
較
の
材
料
と
し
て
は

L

特
に
痩
小
の
粒
を
避
け
、
良
く
充
賓
し
た
均
等
の
も
の
を
選
ぶ
ぺ
き
で
あ
る
と
と
を
知
り
得
た
。

の
如
く
で
あ
る
。

芽
鞘
の
生
長
は
、
又
、
温
度
及
漁
度
に
よ
り
著
し
い
影
響
b
L

受
け
る
。
九
品
種
を
用
ひ
、
各
種
温
度
に
就
て
試
験
し
た
結
果
は
、
第
三
表

と
の
結
果
に
よ
れ
ば
、

一
般
に
、
大
萎
の
芽
鞘
は
‘
二

O
i
一
四
度
で
、
最
も
良
く
伸
長
す
る
.
二
五
度
に
友
る
と
、
二

O
度
に
比
し
、

一
五
!
二
一
一
一
%
位
短
く
た
る
。
而
し
て
、
三

O
度
或
は
五
度
の
様
た
極
端
な
温
度
で
は
、
そ
の
生
長
が
著
し
く
抑
制
さ
れ
、
時
に
高
温
で
は

費
芽
が
害
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
。

筒
、
此
の
際
、
芽
鞘
の
最
大
の
長
さ
に
建
す
る
迄
の
期
間
は
温
度
に
依
っ
て
異
り
、

↓
一
般
応
温
度

が
高
〈
た
る
に
従
っ
て
、
そ
の
期
聞
は
短
縮
さ
れ
る
。

品
開
度
も
亦
芽
鞘
の
成
長
に
著
し
く
影
響
す
る
。
と
れ
は
就
て
は
十
分
の
賓
験
を
行
っ
て
ゐ
な
い
が

乾
燥
に
傾
く
に
従
っ
て
著
し
く
短
縮
す
る
と
と
は
明
か
に
観
察
さ
れ
た
。

4
.
光

棋

と

の

開

係

大
事
費
の
芽
鞘
は
光
雄
に
依
っ
て
成
長
在
抑
制
さ
れ
る
と
と
は
既
に
明
か
た
所
で
あ
る
。
著
者
も
亦

多
く
の
試
験
に
於
て
光
触
が
著
し
く
芽
鞘
の
仲
長
を
抑
制
す
る
と
と
を
知
り
、
殊
に
そ
の
強
度
も
嗣

係
あ
る
様
に
認
め
た
。
今
、
そ
の
一
例
左
第
四
表
に
示
す
。

第四表光棋と芽鞘の成長との闘係

室温

差

-12 

-15 

18度前後:飽和空気練度:

量主

備前早生埼1鋭

白ヨシガラ 22就

1 紅梅埼

-
大
量
密
幼
僚
物
の
将
位
に
関
す
る
研
究

第
四
表
に
依
れ
ば
暗
黒
匝
と
照
明
医
〈
童
聞
の
み
室
内
撒
光
に
首
て
た
も
の
)
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
照
明
匡
は
暗
黒
直
に
比
し
、
三

一
一
七



大
委
幼
憾
蜘
閣
の
特
世
に
薗
帽
す
る
研
究

O
M内
外
短
い
と
と
が
判
る
・

δ
、
播
種
。
探
さ
と
の
閥
係

温
度
‘
光
線
》
粒
犬
、
床
の
水
分
合
量
等
の
外
的
諸

僚
件
を
つ
と
め
て
同
一
に
し
セ
も
‘
向
.
粧
を
播
下
す

る
探
ぎ
を
異
に
す
る
ー
と
き
、
芽
鞘
の
仲
長
量
は
曲
変
化
す

る

品
種
に
就
で
、
飽
和
水
量
の
六
O
d
mの
水
を
奥
A
7

一

た
川
砂
中
に
、

て
二
、
一
一
一
、
問
‘
五
.
九
、
及
び
一

二
糎
の
深
さ
に
播
下
し
た
結
果
は
第
五
表
及
び
第
三
岡

の
如
く
で
あ
る
・

播種の深さと芽鞘の成長との閥係第三国

11 、減~d&

久夢4昨，.....

高一寸下一F3一存ごす

婚維の ;f.~ c'1n， 

と
の
結
果
陀
依
れ
ば
、

】
般
に
五
輝
迄
は
播
種
の
深
さ
が
、
深
〈
怠
る
K
従
っ
て
芽
鞘
は
長
く
念

?。

同_/
等

翁 5・
長
・~

担

る
・
し
か

ι・
五
糎
よ
り
更
に
探
く
播
種
す
る
と
き
は
僅
か
乍
ら
‘
反
っ
て
芽
輸
ほ
短
〈
訟
る
傾
向

6
、
芽
鞘
の
長
さ
の
建
国
持

が
見
ら
れ
る
・
此
の
場
合
に
主
と
し
て
閥
係
す
る
要
素
は
酸
素
量
で
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
・

一
一
尺120m 

播種の深さ左芽鞠の成長との関係第五表

f描

mm 
47 

印

回

飽和水慢の授穿床を用ふ。僧Iま00%である。

鯖 1盟主

三局子 1披

集底上回のみI~

d、

以
上
越
ベ
た
樟
に
芽
鞘
の
長
さ
は
諸
種
の
僚
件
に
依
り
著
し
く
影
響
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
多
く
の
品
種
を
比
較
す
る
場
合
は
、
特

に
影
響

ωえ
き
い
譜
僚
件
は
努
め
て
均
一
に
し
念
行
れ
ば
な
ら
左
い
。



し
か
し
た
が
ら
‘
肉
、

一
つ
の
デ
ヤ
l
レ
に
整
然
と
播
下

L

た
同
一
品
種
の
精
漣
粒
も
、
芽
鞠
の
長
さ
に
闘
し
て
側
関
問
鑓

異
を
量
れ
る
と
と
は
出
来
な
い
。

p
s
、
設
に
例
詮
的
に
、

一
O
品
種
に
就
い
で
、
夫
』
ベ
、
芽
鞘

の
長
さ
の
鑓
異
係
数
を
求
め
て
み
た
と
と
る
、
品
種
に
依
り
異

る
が
、
平
均
八
・
七
%
、
最
大
一
一
日
一
%
、
最
小
五
・
七
dw-企
な
っ

?巴
失
に
右
と
同
-
日
開
種
、
各
一
一
一

O
例
帽
の
平
均
儀
及
び
そ
の
誤

義
副
主
計
算
す
る
と
第
六
衰
の
如
〈
怠
っ
た
。

第六麦芽鞘の長さの平均値と

平均値の誤差

努鞠の長~
回c目z 穂 名

I P.E・(m)M 

1 mm  
水晶関取 305誠 24.5 土0.3242

!党ノ尾 7 盟主 27.8 土0.4487

大六角 2 2盟主 47.0 土0.697宮

零r 坊 主 52.6 土【}'6'l'21

備前早生 36盟主 42.5 土0Z1却

コピνカタギ4貌 43.3 土0.3氏賀5

一等饗 2 扱 50.9 =ヒ0.5172

主幹 槻 2 続 52.1 土0.5220

島根大饗 1蹴 54.9 土0.4016

早水曾 2 減 55.2 土0.3881

と
の
結
果
に
依
れ
ば

一
回
三

σ例
措
聞
の
測
定
に
依
り
得
ら
れ
た
各
品
種
の
平
均
航
は
可
た
り
買
の
値
に
近
い
も
の
?
あ
る
と
と
が
判
錯

と
ず
る
。

一
O
品
種
平
均
し
て
一二
・
=
コ
二
%
と
な
り
、
そ
の
最
大
は
五
・
ニ
凶
%
.
最
小
は
で
ん
二
%
で
あ
。
た
。

一一民一三

O
伺
慣
の
千
均
教
を

品
種
比
較
を
行
ふ
場
合
に
は
、
夫
身
試
験
用
容
器
〈

W
J
f
1
ν
v
を
国
費
に
七
怠
け
れ
ば
左
ち
た
い
故
、
生
育
僚
件
が
賞
験
上
多
少
異
つ

τ

来
る
と
と
は
止
む
を
得
た
い
。
と
れ
が
需
に
は
反
賓
試
験
を
行
つ
で
賓
験
挟
撃
の
程
度
を
知
る
事
も
必
要
で
あ
る
・

の
費
助
関
係
数
日
乞
計
算
し
た
所
、

却
で
、
前
記
の
諸
国
川
種
を
時
期
を
塑
へ
て
、
問

l
五
回
反
復
試
験
し
、
各
試
胎
毎
に
夫
』
司
、
平
均
値
乞
求
め
た
。
そ
し
て
、
そ
の
平
均
値

大
委
幼
植
物
の
特
世
に
鵬
す
る
研
究

此
の
結
果
に
徴

L
て
見
る
と
、
賓
験
操
作
上
生
や
る
各
試
験
直
閣
の
偏
差
は
北
鞍
的
少
い
も
の
で
あ
9
て、

一
一
九



大
餐
幼
値
動
の
特
性
に
隠
す
る
研
究

比
較
す
る
と
き
、
可
な
り
微
小
注
目
聞
種
聞
の
差
も
意
義
あ
る
も
の
と
し
一

℃
取
扱
ひ
得
る
と
と
を
知
る
事
が
出
来
る
・

7
、
本
邦
大
窓
会
の
芽
鞘
の
長
さ
の
口
問
種
間
嬰
粟

以
上
述
べ
た
通
り
、
芽
鞘
の
長
さ
は
外
界
僚
件
を
厳
密
に
取
扱
へ
ば

品
種
の
一
特
性
と

L
て
可
た
り
安
定
し
た
値
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

依
っ
て
、
多
数
の
品
種
に
就
て
、
賓
験
方
法
の
所
で
述
べ
た
方
法
に

依
hv.
そ
の
芽
鞘
の
長
さ
の
平
均
値
を
求
め
た
。
(
暗
黒
区
〉

倫
更
に
光
鵠
の
保
件
丈
を
嬰
へ
て
、
賓
験
開
始
嘗
研
か
ら
、

一二

O

ル
ツ
タ
ス
程
度
の
均
一
念
光
級
の
連
績
照
明
下
で
生
育
さ
せ
、
同
様
各

品
種
の
芽
鞘
の
長
さ
を
測
定
し
た
。
(
照
明
医
v

以
上
、
二
種
の
貰
験
む
結
果
を
参
考
の
た
め
附
表
に
換
げ
て
置
く
・

(
附
園
第
一
参
照
)

扱
宅
、
此
の
結
果
を
綜
合
し
て
、
本
邦
大
萎
品
種
の
芽
鞘
の
長
さ
の

鍾
異
蹴
況
を
表
示

T
れ
ば
、
第
七
及
び
第
八
表
の
如
く
な
り
、
第
七
表

を
岡
示
す
る
と
第
四
刷
の
如
く
な
る
。

第
七
、
八
表
に
明
か
に
見
得
る
様
に
、
本
邦
夫
妻
品
種
は
皮
菱
、
制
林

一一一
Q

計

1隠

119 

158 

fIl 

お2

計

第 七表

第八表

分

度

裸

医百

品

種

数



意
安
井
に
も
そ
の
芽
鞘
の
長
さ
に
闘
し
て
極
め
て
大
き
い
費
異
を
有
す
る
。
卸
ち
暗
黒

直
で
は
一
二
粍
か
ら
七
三
粍
の
聞
に
、
照
明
直
で
は
一
八
粍
か
ら
六

O
粍
の
聞
に
渉

っ
て
分
布
し
て
ゐ
る
。
従
っ
て
、
芽
鞘
の
長
さ
に
依
る
品
種
鑑
識
は
、
賓
際
上
に
も
、

と
の
品
種
間
建
国
持
の
え
で
あ
る
と
と
へ
各
品
種
の
値
が
比
較
的
安
定
し
て
ゐ
る
と

と
h
相
候
n
H

℃
、
甚
だ
多
く
の
利
離
を
持
つ
e
も
の
で
あ
る
と
と
が
明
か
で
あ
る
。

品
川
、
皮
妻
、
標
姿
も
共
に
、
品
種
教
の
分
布
は
一
つ
の
正
常
な
曲
線
と
は
な
ら
守
、

例
ヘ
ば
暗
黒
区
の
賓
験
結
果
で
は
二
五
粍
|
一
一
一
一
粍
並
び
に
四
九
粍
前
後
の
二
個
所

を
頂
結
と
す
る
明
瞭
な
二
頂
曲
線
を
示
す
と
と
が
一
見
し
て
判
る
・
向
、
又
、

見

正
常
的
柏
崎
と
見
え
る
部
分
も
若
干
の
正
常
分
布
曲
線
の
重
な
り
か
ら
出
来
て
ゐ
る
も

第四刷

本邦大1Aの芽鞘の長さの品種間建具

晶
司
串
事

会
屯
虫
採一一一

と
と
を
知
っ
た
。

の
で
あ
る
と
占
等
が
判
。
た
。
そ
し
て
、
此
等
の
精
異
性
は
品
種
の
類
別
、
分
類
等
に
聞
し
て
も
極
め
て
重
要
な
意
義
を
持
う
も
の
で
あ
る

今
、
此
の
ニ
頂
曲
線
の
中
、
短
い
方
の
峯
に
含
ま
れ
る
口
同
種
群
を
短
型
、
長
い
方
の
峯
に
ふ
白
書
晶
れ
る
も
の
を
長
型
と
般
に
呼
ば
う
。
此
等

両
日
間
種
群
の
聞
に
は
種
々
の
生
理
、
形
態
的
差
異
が
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
報
皆
で
は
、
唯
、
そ
れ
等
の
中
、
幼
植
物
に
闘
す
る
黙

白
み
を
越
ぺ
る
と
と
L

L
・
-
其
他
に
就
て
は
改
め
て
別
に
報
告
す
る
と
と
L
ず
る
a

駒
栄

考

大
委
幼
情
物
の
特
性
に
測
す
る
研
究

大
事
費
の
茅
鞘
の
長
さ
倍
、
外
国
升
の
諸
僚
件
に
よ
っ
て
種
々
異
ワ
た
慣
一を
一
不
す
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

と
の
芽
鞘
の
長
さ
と
外
界
諸
僚
件



大
菱
幼
耐
植
物
の
特
性
に
聞
す
る
研
究

一一一一一

'
d
の
閥
係
は
積
田
氏
(
一
主
一
)
が
燕
萎
の
芽
鞘
に
就
て
研
究
さ
れ
た
結
果
と
甚
だ
良
く
一
致
し
℃
ゐ
る
・
而

L
て
、
と
の
芽
鞠
の
長
さ
は
一
定

の
僚
件
の
下
で
は
‘
大
抵
の
品
種
は
極
め
て
安
定
し
た
値
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
品
種
聞
に
は
極
め
て
大
き
い
饗
異
が
存
在
す
る
と

と
を
確
め
得
た
か
ら
我
々
は
と
の
特
性
に
よ
り
大
葬
品
種
の
鑑
別
を
行
ふ
ζ

と
が
出
来
る
事
は
、
既
に
結
果
の
項
に
於
て
述
べ
た
通
り
で
あ

る
.
そ
し
て
、
特
に
と
の
特
性
は
測
定
が
極
め
て
容
易
な
貼
に
於
て
甚
だ
震
費
な
も
の
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
.

=
、
芽
輸
の
生
育
角
度
に
就

τ

著
者
は
、
大
安
若
干
品
種
を
暗
所
で
生
育
さ
せ
た
所
、
附
圃
第
二
に
見
ら
れ
る
様
に
、
そ
の
幼
芽
は
、
諸
他
の
作
物
の
夫
れ
の
様
に
、
必

や
し
も
水
平
商
と
直
角
に
伸
長
せ
守
、
或
角
度
を
保
つ
て
の
び
る
と
と
に
輿
を
そ
L
ら
れ
た
・
而
し
て
、
と
の
角
度
は
大
時
一
品
種
内
に
於

し
か
し
乍
ら
、
今
迄
行
っ
た
結
果
も
多
少
の
参
考
に
な
る
と
考
で

貰
験
材
料
並
に
方
法

と
L
に
報
告
し
ゃ
う
と
恩
ふ
。

て
は
何
程
控
異
は
比
較
的
少
〈
、
且
品
種
に
よ
っ
て
、
直
事
の
も
の
や
、
著
し
く
信
伏
す
る
も
の
得
あ
っ
て
、
極
め
て
顕
著
な
品
種
開
業
異

が
あ
る
様
に
認
め
ら
れ
た
。

故
に
、
多
く
の
品
種
に
つ
い
て
、
比
較
試
験
を
行
ふ
と
鶏
に
、
種
h

の
外
界
僚
件
に
封
す
る
反
感
や
原
因
究
明
に
闘
す
る
若
干
の
試
験
を

行
っ
た
岨
そ
O
結
果
‘
試
験
方
法
そ
の
他
に
就
て
も
考
慮
を
要
す
る
駄
が
可
な
り
見
出
さ
れ
た
.

貰
験
材
料
並
に
幼
植
物
培
養
の
方
法
は
「
茅
鞠
の
長
さ
い
}
白
頃
で
述
4
.た
も
の
と
全
く
同
一
で
あ
る
か
ら
省
略
す
る
・
(
一
部
は
材
料
入
手

遅
延
の
た
め
試
験
せ
や
'

V

A
問
照
明
置
の
も
の
に
就
て
は
調
査
は
行
は
な
か
っ
た
。



角
度
の
測
定
法
に
就
て

i
芽
鞘
白
金
宮
内
角
度
は
そ
の
本
来
の
性
質
か
ら
言
へ
ば
‘
そ
の

湾
曲
度
芸
ず
の
が
遁
苗
放
の
で
あ
ら
う
e

'

お
L
w
-本
質
験
で
は
距
端
と
芽
鞘
の
先
端

と
を
連
ね
る
繰
が
水
平
面
と
念
す
角
度
を
用
ひ
た
。
そ
し
て
、

と
の
矯
に
、
第
五
同
の
様

な
測
定
絡
を
作
っ
て
利
用
し
宅
品
種
の
値
は
.
二

0
1ヨ
O
個
慢
に
つ
い
て
測
定
し
た

も
の
L
平
均
に
よ
る
.
而
し
て
賓
際
上
、
品
種
比
較
の
場
合
に
於
て
は
、
と
の
方
法
で
も

飴
り
支
障
が
な
い
と
考
へ
ら
れ
る
・

結

果

1
・
光
線
及
び
生
育
温
度
と
の
閥
係

芽鞘の生宵角度測定法第五闘

幼
芽
に
光
線
を
照
射
す
る
と
き
は
趨
光
性
に
よ
り
、
光
の
射
入
方
向
に
向
ひ
傾
く
と
と
は
周
知
の
世
帯
貨
で
あ
る
・
而
じ
℃
、
と
の
場
合
に

於
で
、
若
干
時
間
芽
鞘
に
光
線
を
嘗
て
る
と
何
れ
の
品
種
K
於
て
も
多
少
角
度
が
犬
に
な
り
‘
換
言
す
れ
ば
少
し
づ
L
立
っ
て
来
る
傾
向
が

見
ら
れ
た
。
印
ち
、
品
種
間
差
異
を
見
る
震
に
は
光
の
僚
件
に
注
意
し
絶
封
暗
黒
か
或
は
赤
色
光
親
等
生
長
案
に
齢
り
影
響
し
な
い
様
広
す

る
と
と
が
必
要
で
あ
る
ζ

と
が
判
っ
た
e

但
し
・
光
線
の
影
響
す
る
程
度
に
就
て
は
未
だ
十
分
の
結
果
を
得
て
ゐ
な
い
。

乱
す
樺
な
と
と
は
な
い
様
で
あ
っ
た
。

以
上
の
様
に
光
線
。
照
射
は
、
そ
の
角
度
に
可
-
な
り
影
響
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
短
時
間
の
照
射
で
は
、
品
種
相
互
間
の
聞
係
を
著
し
く

は
毎
日
.

一O
分
内
外
の
室
内
撒
光
の
照
射
す
る
僚
件
下
で
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
玄
叉
、
多
く
の
品
種
を
用
ひ
る
時
は
絶
封
暗
黒
中
に
粒
を
閑
定
し
て
生
育
さ
せ
る
と
と
は
賓
胎
操
作
上
岡
難
で
あ
る
か
ら
以
下
資
験

大
鹿
賀
幼
値
動
の
符
慢
に
圃
帽
す
る
研
究

一一-4 
4 -



大
餐
幼
植
物
の
特
性
に
臨
す
る
研
究

一二
同

-
究
に
各
種
の
温
度
に
於
て
生
育
さ
せ
た
結
果
を
一
不
す
と
第
九
表
の
如
く
で
あ
る
・

各種温度に於ける

芽鞘の生育角度

品 種 角度

300C 520 

大六角 22続
25 51 

39 

54 

2ti 63 

水晶関取305競 20 70 

14 印|

25 42 

虎の尾 7披 20 42 

14 

卸

一年餐 2就
25 田

20 59 

14 58 

48 I 25， 

早木曾 2盟主 釦 沼

14 49 

45 

4主 埼 主 20 40 

14 46 

25 47 

ヨピY カタギ4磁 却 36 

14 47 

25 52 

$ 繰 2 ま虎 加 42 

14 56 

511 25 

島根大 ~1 銃 20 
14 

第九表第
九
表
に
依
れ
ば
、
ニ

0
・
民
に
於
て
芽
鞘
の
生
育
角
度
は
最
も
小
さ
く
、
そ
れ
よ
り
温
度
が
高
い
時
も
‘
低
い
時
も
、
角
度
は
大
き
く
、

卸
ち
幾
分
直
立
し
て
来
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
と
の
閥
係
は
生
育
温
度
と
芽
鞘
の
長
さ
の
閥
係
と
多
少
相
通
や
る
も
の
が
あ
る
様
に
認
め
ら

れ
る
。

2
、
播
種
の
深
さ
み
』
の
閥
係

戎
に
、
砂
の
飽
和
水
量
の
六

O
%
の
水
を
興
へ
た
砂
中
に
、
夫
k

て
二
、

一一一
、
問
、
五
糎
の
深
さ
に
種
子
生
寝
泊
反
し
て
生
育
せ
し
め
た

結
果
は
第
一

O
表
の
如
く
で
あ
る
。

と
の
結
果
に
よ
る
と
、
飽
和
水
量
生
輿
A
h

た
砂
床
の
上
に
播
種
し
た
も
の
に
比

L
.
何
れ
も
著
じ
く
直
立
し
て
来
る
も
の
で
あ
っ
て
、
播

種
の
深
さ
を
増
す
に
従
っ
て
次
第
に
芽
鞘
の
角
度
は
著
し
く
大
と
な
り
、

一二
l
五
糎
で
は
殆
ど
直
立
し
て
来
る
と
と
が
判
る
。
此
の
閥
係
は



810 

720 

• 芽
鞘
の
長
さ
の
相
場
合
と
多
少
趣
を
異
に
し
て
ゐ
る
。

3
、
芽
鞘
生
育
角
度
の
費
異

芽
鞘
生
育
角
度
の
個
韓
鑓
異
は
可
な
り
4

へ
き
〈
、
壁
異
係
教
に
依

り
と
れ
生
示
?
と
、

一
O
品
種
の
雫
均
で
は
一
四
・
五
d
n

最
大

三月子 1盟主

九
・
一
，
%
、
最
小
一
二
三
dw
で
あ
る
。

向
、
同
一
品
種
に
就
て
数
回
繰
返
し
賓
験
を
行
っ
た
結
果
に
よ
る

と
・
常
に
同
じ
角
度
を
示
す
も
の
も
あ
り
、
又
、
八
・
一
二
%
の
如
き
高

い
塑
異
係
教
を
一
示
す
も
の
も
あ
り
平
均
し
て
六
・
一
.
%
で
あ
る
.

d、鯖 1扱

此
等
の
結
果
か
ら
見
る
と
、
芽
鞘
の
生
育
角
度
は
品
種
間
有
の
性

質
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
て
.
可
た
り
差
の
あ
る
品
種
聞
で
ほ
と
れ
に

よ
り
十
分
、
差
を
見
る
と
と
が
出
来
る
。
尚
叉
、
賓
験
の
方
法
を
遁

首
に
行
へ
ば
、
更
に
精
細
な
比
較
を
な
し
得
る
と
考
へ
ら
れ
る
と
と
は
さ
き
に
述
ぺ
た
通
り
で
あ
る
。

4
、
本
邦
大
志
会
の
芽
鞘
生
育
角
度
の
品
種
間
費
異

皮
妻
、
裸
菱
を
通
じ
、
一
二

O
一
品
種
に
就
て
試
験
し
た
結
果
は
附
表
の
如
く
で
あ
り
と
れ
を
纏
め
れ
ば

第
一
一
表
の
如
く
で
あ
る
。

第
一
一
表
に
依
れ
ば
、
品
種
に
依
り
、
芽
鞘
の
生
育
角
度
は
著
し
く
異
る
も
の
で
あ
る
事
が
明
か
に
判

大
褒
幼
値
物
の
特
慢
に
欄
ず
る
研
究

182 

119 

居E角

品

一
二
五



大
畠
置
幼
鉱
物
の
特
使
に
・
す
る
研
園
児

6
9
品
取
‘
著
し
〈
値
伏
す
る
も
の
は
そ
の
角
度
二
八
度
で
あ
h
v
、
最
も
直
立
す
る
も
の
は
七
八
度
に
達
し
て
ゐ
る
.
そ
し
℃
五
八
度
前
後
の

一二
六
.

角
度
を
示
す
も
の
が
最
も
多
い
。

6
、
他
の
特
性
と
の
聞
係

叉
粒
の
大
小
並
に
芽
輸
の
長
型
、
飯
型
と
の
聞
に
も
顕
著
な
世
間
は
た
か
っ
た
疋
結
果
省
略
v

芽
輸
の
生
育
角
度
凶
仏
、
第
六
嗣
の
如
く
、
裸
姿
、
皮
萎
の
聞
に
は
そ
の
襲
異
の
モ
ー
ド
並
に
分
散
度
に
つ
い
て
、
差
は
絵
り
認
め
ら
れ
な
い
。

向
、
圃
場
に
栽
植
し
た
場
合
、
直
玄
性
或
は
煙
伏
性
の
も
の
等
所
謂
難
生
に
著
し
い
義

が
あ
る
の
で
、
と
れ
と
と
の
晴
黒
中
の
芽
験
生
育
角
度
と
に
就
て
比
較
し
た
が
、
岡
場
で

値
伏
す
る
性
質
を
示
す
品
種
ほ
む
し
ろ
、
芽
紡
の
角
度
大
の
も
の
多
〈
、
闘
相
場
で
直
立
性

の
も
の
に
も
と
の
生
育
角
度
は
・
去
る
も
の
か
ら
ふ
な
る
も
の
事
あ
り
、
要
占
/
混
の
両
者

の
聞
に
は
一
定
の
闘
係
は
な
い
様
で
あ
O
た
.

考

察

小
妻
、
燕
事
費
等
に
於
て
も
・
六
奏
と
同
様
何
れ
の
幼
芽
も
座
に
於

τ粒
の
長
軸
と
或
る

角
度
を
た
し
て
‘
着
生
し
て
ゐ
る
。
放
に
、
蛮
芽
の
首
靭
に
鈴
て
は
、
先
づ
、
そ
の
着
生

第 六 岡

本邦大葬の芽鞘生軍事角度の品腫間鑓異

ーーー晶軒
ー-Ir事..n 

調

制

3・

"
"
 

晶

報

量

し
て
ゐ
る
方
向
に
仲
長
す
る
。
し
か
し
.
直
ち
に
水
平
面
に
直
角
に
伸
長
し

τ来
る
も
の
で
あ
う
て
、
品
種
に
よ
っ
て
、
飴
hv
差
が
な
い
や

う
ず
あ
る
a

と
の
場
合
に
於
て
は
強
く
所
語
、
背
地
性
が
働
い
て
ゐ
る
掃
と
考
へ
ら
れ
る
。
而
し
て
、
大
志
賀
に
於
て
の
み
、
.何
故
に
と
の
按

な
著
し
い
鑓
異
が
現
は
れ
る
か
は
甚
だ
興
味
あ
る
船
で
あ
る
.
と
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
向
勝
来
多
く
の
研
究
を
要
す
る
も
の
で
あ
っ
吃
、



明
瞭
な
と
と
は
言
べ
な
い
け
れ
ど
も
、
以
下
と
れ
に
就
て
多
少
の
考
察
を
行
っ
て
み
よ
う
。

市
中
か
ら
、

一
三
日
間
種
は
小
委
と
同
接
、
座
部
か
ら
直
接
幼
芽
が
現
れ
た
と
言
以
‘

一
般
に
も
知
ら
れ
て
ゐ
る
事
賞
で
あ
る
e

と
の
勲
に
つ
い
て
、
フ
ラ
イ
X
テ

ツ

ド

町
Z
回
目
立
一
き
さ
は

一
八
品
種
は
、
上
越
の
様
に
、
佐
と
反
封
の
側
か
ら
、
九
品
種
は
粒
の
背
面
の
途

と
の
特
性
は
口
問
種
の
問
有
の
性
質
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
b

大
窓
会
の
幼
芽
は
、
小
妻
、
燕
奏
等
と
回
尭
hv
、
芽
鞘
は
一
般
に
粒
の
背
部
の
果
皮
及
び
種
皮
の
下
を
泊
っ
て
、
匪
の
反
封
側
迄
仲
ぴ
、
と
L
か
ら

粒
と
魁
慣
れ
て
伸
長
す
る
と

εは‘

裸
萎
品
種
に
つ
い
て
行
っ
た
結
果
で
は
、
問
。
品
種
申
、

そ
し
て
、

と
の
差
を
生
や
る
原
因
は
果
皮
及
び
幼
芽
の
強
さ
に
、
よ
る
も
の
で
あ
ら
う
と
述
べ
て
ゐ
る
。
著
者
も
大
開
品
種
に
よ
り
、
吹
上

の
様
念
特
性
の
あ
る
と
と
を
認
め
得
た
が
、
し
か
し
、
完
全
に
品
種
の
間
有
の
性
質
で
あ
る
か
は
、
未
だ
十
分
確
言
出
来
・
な
い
。
何
と
な
れ

ば
、
伺
一
品
種
で
も
例
慨
に
よ
っ
て
、
多
少
異
ワ
た
も
の
が
あ
る
の
を
認
め
た
か
ら
で
あ
る
・
〈
附
岡
第
一
及
第
二
参
照
)

に
が
、
て
は
、
強
芽
嘗
初
に
於
℃
、
何
れ
も
多
少
と
も
‘

相
似
て
、
大
葬
芽
鞘
の
生
育
角
度
の
品
種
間
質
異
の
一
う
の
原
悶
と
し
て
、
と
の
特
集
広
蜜
芽
紙
況
が
事
げ
得
ら
れ
る
台
風
ム
。
卿
ち
犬
萎

と
の
特
異
性

ρ
震
に
、
芽
鞘
が
・
水
平
に
仲
長
す
る
と
?
と
を
絵
備
な
く
さ
れ
る
，
何
と

極
で
も
可
危
・
の
直
玄
し

τ古
来
る
や
う
に
認
め
ら
れ
た
か
ゐ
で
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
、

と
の
特
性
が
芽
鞘
の
生
育
角
度
の
品
種
間
差
異
の
原
因

な
れ
ば
、
種
皮
を
制
い
で
、
暗
黒
中
に
，
強
芽
さ
吃
る
と
き
は
‘
芽
鞘
は
何
れ
も
匪
部
か
ら
ず

C
斜
に
仲
長
レ
、
そ
の
結
果
橿
伏
性
の
高
い
品

'
の
全
部
で
は
あ
り
得
危
い
。
卸
ち
‘
粒
か
ら
離
れ
て
、
成
長
を
始
め
た
芽
鞘
は
、
そ
の
後
、
背
地
性
に
よ
ヲ
て
弐
第
に
直
立
の
形
を
と
っ
て
ゆ

く
の
で
あ
る
が
、
と
の
力
が
強
け
れ
ば
‘
芽
鞘
は
、
何
れ
の
品
種
で
も
、
他
の
穀
類
の
そ
れ
の
様
に
、
最
後
に
は
直
立
せ
ね
ば
た
ら
た
い
。

し
か
し
、
事
貰
は
さ
う
は
た
ら
&
い
。
放
に
、

と
の
場
合
、
第
一
の
原
因
に
依
り
、
水
平
方
向
に
伸
長
を
強
び
ら
れ
た
も
の
が
、
背
地
性
に

よ
っ
て
、
直
立
レ
て
く
る
作
用
の
強
怠
の
程
度
に
、
品
種
に
依
h
p
、
差
が
あ
る
と
考
へ
ね
ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
芽
鞘
に
生
ヒ
る
生

大
餐
幼
徳
衡
の
鱒
笹
に
闘
す
る
研
究

一
二
七



大
変
幼
値
物
の
特
性
に
闘
す
る
研
究

一
一
一
八

長
棄
の
量
、
生
長
素
の
費
生
時
期
等
の
閥
係
に
よ
り
生
長
棄
が
水
平
方
向
に
仲
長
を
強
ひ
ら
れ
た
芽
鞘
の
背
地
性
を
起
す
強
さ
に
就
て
、
品

種
聞
に
差
異
が
あ
る
と
と
に
基
困
ず
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
卸
ち
、
と
の
背
地
性
と
生
長
素
と
の
閥
係
が
、
第
二
の
特
に
大
き
い
原
因
と
し
て

拳
げ
得
ら
れ
る
の
で
は
た
い
か
と
考
へ
る
。

筒
、
芽
鞘
の
生
育
角
度
は
、
温
・
挺
に
依
り
多
少
異
り
、
又
、
特
に
、
砂
中
に
埋
め
て
、
置
出
陣
す
る
と
き
、
著
し
く
直
立
性
に
た
る
と
と
が

見
ら
れ
た
が
、
此
等
の
諸
現
象
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
全
く
不
明
で
あ
る
。

芽
鞘
の
生
育
角
度
の
品
種
差
異
は
、

一
見
し
て
判
る
顕
著
な
特
性
で
あ
る
が
比
較
的
個
韓
饗
異
が
犬
き
い
こ
と
が
扶
賠
で
、
芽
鞘
の
畏
さ

の
様
に
細
か
い
区
別
を
、
と
れ
に
依
り
行
ふ
と
と
は
出
来
た
い
。
と
の
誤
差
の
原
因
と
し
て
は
、
培
養
に
際
し
て
、
何
れ
の
粒
も
整
然
と
完

全
に
水
平
に
置
床
出
来
な
い
と
と
、
棋
の
伸
長
に
件
ひ
粒
が
動
く
と
と
、
及
び
さ
き
に
述
べ
た
如
〈
粒
に
於
で
幼
一
芽
の
現
は
れ
る
位
置
が
同

ヤ
品
種
で
も
側
特
に
よ
り
、
異
っ
て
ゐ
る
と
と
警
が
拳
げ
得
ら
れ
る
と
思
ふ
。

-
品
、
種
子
視
撒
(
京

a
g
g
E圃，
NAWEENOZ)
に
就

τ

メ
リ

1

包
囲
恒
三
一
九
四
一
)
に
よ
れ
ば
大
葬
の
一
品
種
で
は
、
初
生
根

(
p
g白
河

『

8
3
は
授
精
後
一

O
日
で
分
化
し
始
め
、
二
一
日
に

於
で
は
側
担
〈

ω
g
g
-
3
5
の
第
開
封
の
分
化
が
克
ら
れ
、
卸
ち
ム
町
計
九
本
の
根
が
既
に
分
化
し
て
ゐ
る
と
と
が
認
め
れ
た
も
種
子

棋
は
と
の
様
に
匹
の
形
成
泊
稗
中
に
逐
失
分
化
心
て
ゐ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
費
芽
に
際
し
で
は
此
等
が
唯
伸
長
ず
る
の
み
で
、
と
の
時
期
に

於
て
は
分
化
は
し
&
い
様
で
あ
る
。
而
し
て
、
置
床
後
て
二
日
の
臨
に
於
て
、
既
に
容
易
に
分
化
し
た
種
子
根
の
敷
が
調
査
出
来
る
も
の

で
る
る
・



銀
で
、
種
子
板
教
に
就
て
詳
細
に
調
発
し
た
報
告
は
比
較
的
少
い
。
多
く
の
作
物
事
警
に
は
極
め
て
簡
翠
に
と
の
と
と
が
述
べ
ら
れ
て
ゐ

ワ
ン
テ

0
2樹
首
ご
空
zv
‘
全
く
同
援
で
あ
る
。

ハ
イ
エ
ツ
山
V

A

出
明
言
塁
箇
(
一
員
会
は
、

し
か
し

と
れ
に
就
て
可
な
り
詳
し
い
翻

る
。
ノ
ヲ
wy
キ

1
2
G宅
E
E
(
5
5
v
ザ

I
Jァ
。
富
士
昌
三
)
は
大
事
費
で
は
五

1
八
本
と
記
し
、
シ
シ
ド
レ
ル
紙
面
E
U
F
E
A
さ
き
タ

査
を
行
っ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
、
倒
鱒
の
費
周
到
は
一

i
一
O
本
に
渉
る
も
の
で
あ
る
と
記
し
て
ゐ
る
。
向
‘
小
奏
、
ラ
イ
萎
に
就
て
も
調
夜
報

告
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
が
式
市
安
の
場
合
と
伺
様
極
め
て
揖
略
左
も
の
で
そ
の
結
果
も
ま
ち

f
kで
る
る
・

雨
し

τh
イ
ュ
ツ
シ
ユ
回
目
吉
富
田
三
空
会
は
種
子
様
教
は
同
一
品
種
で
は
粒
の
↓
へ
小
と
極
め
て
密
接
な
開
係
を
一
示
し
、
粒
の
犬
き
い
も

。
程
根
働
最
も
逐
次
増
加
す
る
と
と
を
明
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
充
質
し
た
粒
を
搭
種
す
る
と

E
が
有
利
な
の
は
、
間
平
に
、
そ
れ
等
が
貯
雄
物

質
b
t
多
量
に
有
し
て
ゐ
る
と
と
の
み
に
よ
ら
や
根
教
も
多
く
て
養
分
の
吸
牧
能
力
が
大
で
る
る
と
と
も
+
へ
い
に
闘
係
し
て
主
連
ぺ

τゐ
る
・

次
に
‘
種
子
根
敷
に
就
で
調
奈
し
た
着
予
O
結
集
配
記
述
し
ゃ
う
。

賓
験
材
料
及
方
法

べ
、
そ
の
試
料
金
部
の
平
均
敷
《
小
数
以
下
一
一
位
)
を
品
種
の
代
表
債
と
し
た
・

材
料
及
幼
植
物
の
培
養
方
法
に
闘
し
て
肱
、
「
芽
鞘
の
長
さ
」
の
項
花
於
て
述
べ
た
と
と
L
同
一
で
あ
る
か
ら
改
め
て
述
ぺ
た
い
・
種
子
根

教
の
調
査
は
、
丁
寧
に
砂
を
除
い
た
幼
植
物
を
、
水
一を
充
し
た
シ
ャ
ー
レ
に
入
れ
る
と
と
に
よ
っ
て
比
較
的
容
易
に
宥
は
れ
た
・
乙
の
場
合

に
、
根
が
水
h
v
k
揖
が
り
一
本
宛
明
瞭
に
医
別
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。
か
う
し
て
、
明
か
に
棋
と
認
め
特
る
も
の
L
組
数
を
桐
韓
毎
に
し
ら

結

果

ー
、
種
子
根
敷
の
増
加
の
月
現

大
E
E
幼
瞳
圃
駒
の
縛
笹
に
観
す
る
E
司
帽
丸

一一一九



大
喪
幼
俗
物
の
特
性
に
闘
す
る
研
究

大
安
粒
を
置
床
す
る
と
こ

O
度
位
の
温
度
で
は
て
二
日
の
中
は
根
鞘
(
穴
O
H
g
H
V
R
と

ご
ニ
O

(
国

2
3宅
R
N市
岡
)
が
現
は
れ
る
。
そ
し
て
、

三
日
目
に
な
る
と
根
鞘
を
破
っ
て
、
種
子
相
慨
が
仲
ぴ
て
来
る
様
に
な
る
。

三
日
目
以
後
の
種
子

の
み
現
出
し
、
或
は
そ
の
中
か
ら
時
に
初
生
根

根
の
現
出
し
て
来
る
欽
・況
を
八
品
種
各
k

五
O
粒
に
。
い
て
調
査
し
た
結
果
を
第

一
二
表
に
一
本
す
。

第
一
二
表
に
明
か
に
見
得
る
様
に
種
子
相
偶
数
は
日
を
経
る
に
従
っ
て
逐
次
増
加

し
、
七
日
目
に
は
殆
ど
匪
に
形
成
さ
れ
た
根
が
凡
て
、
仲
長
現
出
し
て
来
る
様
で

あ
う
て
、
そ
の
後
は
夫
等
が
唯
、
ム
金
k

伸
長
す
る
の
み
で
あ
り
根
数
は
増
加
し
な

ぃ
.
而
し
て
、
根
数
の
多
い
も
の
と
少
い
も
の
と
の
聞
に
根
数
増
加
欽
況
に
は
何

等
見
る
ベ
き
差
が
な
い
。

2
、
生
育
温
度
と
の
聞
係

賞
制
に
述
ペ
た
様
に
種
子
根
は
既
に
匹
に
そ
の
基
礎
堂
持
っ
て
ゐ
る
も
の
で
あ

る
か
ら
‘
生
育
温
度
に
依
う
て
伸
長
し
て
来
る
種
子
根
の
最
後
の
数
に
大
愛
が
あ

る
と
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
第
一
三
表
は
七
品
種
に
就
て
、
各
種
温
度
と
種
子
根

強
現
放
を
調
本
ー
し
た
結
果
で
あ
る
が
、
温
度
が
奥
り
、
貰
験
を
打
切
っ
た
時
期
に

多
少
遅
速
を
生
じ
た
詩
か
、
些
か
増
減
は
あ
る
が
、
温
度
の
高
低
に
よ
り
、

立ζ

し
た
傾
向
は
全
身
な
く
略
k

、
品
種
に
依
っ
て
何
れ
の
温
度
で
も
大
略
一
致
し
た
種
子
根
数
を
示
し
て
ゐ
る
。

大萎種子根敷の増加松況

-i-君臨で1
3日

1
4日

1
5日

1
6日

1
7日

北 大 1 滋 5.3 7.0 7.9 8.2 8.4 
幼

-:r _/1-デン メロ γ 5.0 6.4 7.3 7.5 7.7 

二 角シ パ リー 4.5 6.0 6.8 7.1 7.2 

• 源 在 E長 4.7 5.6 6.2 6.4 6.6 
根

大阪自主主子 12盟主 4.0 4.8 5.3 5.5 5.6 

大阪 仁 回線 4.1 4.8 5.3 5.3 5.5 

魁 4.0 5.2 5.3 
lt 

3.8 4'4 I 5.0 5.1 5.1 

第一二表



生育温度と種子

根敷との開係

第一三表
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7 競

2 貌

慌 の 尾

早木曾

一 年委

妨

ト一一一

$: 

トー一一一一一

コピνカタギ4競

楳
奏
四
日
間
種
に
就
き
、
芽
鞘
の
長
さ
の
唄
の
第
二
で
蛙
べ
た
の
と
同
じ
材
料
を
用
ひ
、
種
子
根
数
と
粒
の
犬
小
と
の
聞
係
を
調
査
し
た
結

果
は
、
第
一
四
表
の
如
く
で
、
そ
の
一
部
を
聞
示
す
れ
ば
第
七
闘
の
如
く
で
あ
る
・

第
一
四
表
及
び
第
七
闘
に
明
か
な
様
に
、
種
子
根
数
は
粒
大
等
と
極
め
て
密
接
な
開
係
を
.有
す
る
。
卸
ち
、
同
一
品
種
で
は
粒
の
小
形
の
も

の
は
大
形
の
も
の
に
比
し
て
著
レ
〈
積
子
根
般
が
少
い
。
粒
が
大
き
く
な
る
に
従
ひ
、
逐
尖
直
観
的
に
根
数
が
増
加
す
る
の
が
見
ら
れ
る
・

4
、
種
子
根
搬
の
費
問
問

一
O
品
種
に
就
て
夫
K

種
子
根
教
の
襲
異
係
教
を
計
算
し
て
み
る
と
、
一

O
品
種
の
平
均
で
は
九
・
一
%
、
最
大
一
了
一
%
、
最
小
七
・
五

dm
で
あ
る
。
と
の
数
は
比
較
的
大
き
い
様
に
見
え
る
が
、
も
と
/
¥
根
数
は
五
本
と
か
六
本
と
か
一
五
ふ
整
数
で
あ
り
、
平
均
教
は
小
敷
以
下

一
位
迄
一
不
さ
れ
て
ゐ
る
と
と
に
多
少
原
因
が
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
・

犬
養
幼
植
物
の
特
性
に
鳴
す
る
研
究

一一一一一



犬
養
幼
植
物
の
特
性
に
欄
す
る
研
究

種子線数と粒の犬小.軽重との醐係

鎌折 1 貌 六角玉豊普段!tl 一 徳!佐賀大粒

珊白紙(l'，l醐孟議日五F千粒璽I長F×立帽大溜||根教I千激震||l餐粒×m駅大m

S

明!

| 

根敏

3.1 I 116 1 ~31 3.8 1fo おず 3.811t9 匁・4‘ 日

lJ，.7 20.3 3.5 14.6 24.2 3.8 11.8 22.3 3.6 16.6 27.5 4.5 

14.7 25.2 4.1 16.2 26.4 4.4 15.0 27.8 3;9 18.0 29.4 4.4 

l.5.7 忽.0 4.3 18.6 30.3 4;1) lS.4 30.0 4.2 19.5 32.1 4.9 

17.0 強 .7 4.0 2l..O 34.2 4.8 I8.5 沼.9 4!5 21.5 35;2 5.0 

19.1 31.9 4.3 沼.3 37.4 4.8 20.3 3ら4 4.~ 24.6 40.5 5J.， 

加.9 34.7 '4.5 お.1 41.2 5.4 22.3 仰.6 4.9 27.0 43.9 5.5 
‘ -

22.7 37.6 4.4 30.3 48.0 5.2 あ 2 473 4.9 30.6 49.4 5.5 

25.7 41.9 4.7 33.3 53.5 5.5 28.1 51.3 5.5 沼.4 日.7 5..6 

29.2 46.4 5.1 36.7 59.4 5.4 31.0 58.3 5.4 36.2 59.1 5.5 

31.7 Ql.1 5.0 39.0 -62.8 5.9 部.9 回.1 5.6 39.0 64.9 5.'7 

34.3 日.9 4.9 39.2 65.2 6.0 ~./I 70.4 5.5 42.2 70.7 5.9 

86.7 印 .8 5.4 40./1 76.8 品6 44.4 75.9 6.3 

41.0 67.9 5.'5 ot3.5 81.3 6.1 係.1 内.8 6.0 

偲.1 7'2.9 5.3 45.6 89.3 5.8 

制.3 7s.5 5.2 リ45.5 8J..7 5.2 

第一四表

一一一一一一

幼根激と子粒重との聞係

一一-4;語、崎-c.
一屯車時制

目今~一一一‘

"" 

!J、3・五，

今，ft_ f • 

a・" 

し
か
も
各
品
種
に
就
て
、
離
回
繰
返
し
貰
験
を

行
っ
た
結
果
得
た
、
各
品
種
の
種
子
根
教
の
平
均

第七圃

子

数
の
費
異
係
数
は
平
均
三
・
一
，
%
、
最
大
五
・
九
%
、

6・

~. 

印

担

保

最
小
一

・七
Jwー
で
極
め
だ
少
い
。

5
、
本
邦
大
事
費
品
種
の
種
子
操
教
の
品
種
問
時
変
異

以
上
陸
ベ
た
様
に
髄
子
棋
は
既
に
佐
K
於
げ
」
そ



ネ郡大葬め種子棋鍛の品種時轡異第一五表

歓栂

品

の
分
化
が
起
っ
て
居
り
、
積
芽
後
に
た
う
て
偶
費
的
に
費
生
増
加
す
る
由
曹
が
硝
E
な
刷
。
故
に
・
府
汁
界
D

普
通
の
後
件
の
干
で
は
一
定

L
て
ゐ
る
。
唯
、
と
の
場
合
‘
粒
の
大
き
さ
に
就
て
良

4
品
種
の
平
均
的
た

も
の
を
選
び
比
較
に
用
ひ
る
と
極
め
で
安
定
し
た
品
種
特
有
の
値
が
得
ら
れ
る
と
と
が
賂
判
る
と
思
ふ
。

扱
て
、
本
邦
大
安
一
一
』O
二
時
間
種
を
用
ひ
て
行
引
た
試
験
結
果
は
附
表
に
示
す
如
〈
で
あ
り
、
そ
の
同
開
翫

間
挫
異
の
献
況
を
示
す
と
第
ザ
五
蓑
笈
び
第
八
闘
の
如
〈
で
あ
る
。

最
少
阻
・
五
本
か
ら

最
多
八
・

0
・
本
に
渉
り
、

第
一
五
表
及
第
允
闘
に
依
れ
ば
、
種
子
根
教
の
品
種
間
艶
異
は
可
な
り
大
き
く
、

t
T
l
v
は
五

t六
本
の
附
廷
に
あ

そ
の
間
種
k

の
程
度
の
種
子
棋
散
を
示
し
、

る
・
此
の
様
に
品
種
間
饗
異
の
大
き
い
と
と

と
、
各
品
種
夫
々
の
平
均
根
教
の
安
定
性
と

相
候
う
て
、
本
帯
性
も
亦
品
種
鑑
別
そ
の
他

に
有
用
念
特
性
で
あ
る
と
と
が
判
Z
。

6
、
他
の
諸
特
性
と
の
閥
係

第
一
五
表
及
第
八
聞
は
皮
、
裸
佳
と
種
子

根
離
と
の
閥
係
を
示
し
て
ゐ
る
が
と
の
結
果

か
ら
見
る
に
、
皮
裂
に
持
て
、
多
少
種
子
緩

大
理
調
幼
健
輪
閣
の
縛
恒
に
暢
す
る
研
究

数
の
多
い
品
種
が
多
く
容
在
ナ
る
様
で
、
品

本邦大菱根散の晶極樹些鼻

↑一~

第八闘
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a
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大
軍
司
幼
植
物
の
特
世
に
鵬
す
る
研
究

各品種の種子根数と千粒重との相開表

』士出ol:3!5.61 ~9! ~2 ¥ 6.5!' 6.8 -7.11 ;.;!~I-;-I-; 

47 I I I I I I I I I : I 1 I 1 

~~ I I I I I 1 i 1 1 1 1 I I 1 I ~ 1 ; 

41 1 4 4 1 1 1 1 13 

38 4 4 4 3 4 1 1 21 

35 2 7 2 7 -2 5 1 1 1 部|
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29 2 5 6 8 5 2お

26 1 3 1 2 7 

r 

計 17片付 :1127 j却 11519 I 5 I 1 I 2l2 ! 31 

書F皮A 

第九 岡

-
一
一
二
四

種
の
分
布
曲
触
が
裸
萎
の
夫
れ
よ
り
可
な
り
多
い
方
に
揖
が
つ

て
ゐ
る
と
と
が
認
め
ら
れ
る
・

各
品
種
の
千
粒
重
品
」
根
教
と
の
開
係
、
さ
き
に
述
べ
た
様
に

一
つ
の
品
種
内
で
は
粒
大
と
種
子
根
教
は
密
接
な
関
係
生
持
つ

て
ゐ
る
。
そ
れ
で
と
れ
と
同
様
の
と
と
が
品
種
聞
に
も
存
在
す

2益

守 \F粒\重ι\〈幼g)根\敏~.14.71 ふO 5.3 5.6 ~9 6.21州計
千'f(r.重 g

38 2 2 
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る
か
と
考
へ
ら
れ
る
が
故
に
・
+
引
に
と
の
雨
者
の
相
闘
#
係
を
調
奈
し
た
・
と
の
場
合
、
皮
萎
と
裸
萎
ん
」で

果
は
失
の
如
く
で
あ
る
a

は
梓
の
有
無
に
依
り
粒
重
に
養
b
z
t
匁
す
が
故
に
、
同
一
に
取
扱
び
得
な
い
か
ら
別
々
に
計
算
し
た
。
そ
の
結

皮

H
R
+
。'uSUE・0
m
q

2毎

裸

r
H
+
。.。笥
Hr

。・3ω

此
の
結
果
か
ら
見
る
&
、
皮
葬
品
種
で
は
そ
の
千
粒
重
?
と
種
子
根
敷
と
の
聞
に
可
た
h
u
の
相
閣
が
見
ら
れ

奏

る
が
、
裸
奏
で
全
く
雨
者
の
聞
に
相
閥
k

係
が
な
い
結
果
と
-
な
っ
た
。

と
の
理
由
に
就
て
は
確
一
百
出
来
島
他
い
が
、
共
の
様

な
鮪
を
想
像
し
得
ら
れ
る
・

本
試
験
に
供
用
し
た
材
料
は
皮
委
の
方
が
多
く
、

そ
れ
等
の
中
に
は
粒
重
が
大
き
く

E
種
子
根
教
の
多

い
品
種
が
含
ま
れ
て
ゐ
て
(
例
h

ぽ
二
俵
種
で
は
手

粒
重
は
三
六
瓦
以
上
あ
り
、
且
そ
の
種
子
根
教
は
何

れ
も
六
・
一
二
本
以
上
で
あ
る
可
か
L
る
、
品
種
群
の

存
在
の
詩
に
と
の
様
伝
結
果
を
示
し
て
ゐ
る
も
の
と

考
へ
ら
れ
る
。
今
、
慢
に
此
等
の
一
群
を
除
い
て
、
み

大
袈
幼
継
物
の
将
位
に
属
す
る
研
究

大萎芽鞘長型及短型品種

群の種子根教の堕異

第一0圃

崎

一一長E
.....• jf宜

白、. 
'・• 

• 
，aa
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岨
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-
犬
養
幼
植
物
の
帥
骨
量
古
伝
聞
す
る
車
問
究

一
三
六

れ
ば
、
そ
の
相
関
表
は
裸
萎
の
夫
れ
と
殆
E
大
量
な
い
分
布
扶
態
と
去
る
と
と
が
判
る
。
{
第
九
圃
参
照
)
と
の
黙
将
来
の
研
究
に
候
う
べ
き

興
味
あ
る
所
で
あ
る
・

-
芽
鞘
の
長
型
及
び
短
型
口
問
種
群
の
差
異
。
皮
姿
、
裸
委
託
合
し
、
全
部
を
芽
鞘
の
長
型
短
型
の
二
群
に
分
け
て
、
そ
の
根
搬
を
比
較
す
る

と
第
九
闘
の
如
く
な
り
、
明
か
に
長
型
品
種
群
は
短
型
の
夫
よ
り
も
根
搬
の
多
い
と
と
が
判
る
.
そ
の
平
均
搬
は

芽
輸
長
型
口
問
種
群

g
M
H
q・伽由一怜。・
0
品

-E

芽
輸
短
型
品
種
群

E
f
-
-
-
H
0・8
H
E・8
8叶

冨

-au-M串
H
W
。.。

S
N

で
あ
り
、
そ
の
南
者
の
平
均
般
は
明
か
に
意
味
あ
る
差
を
膏
し
て
ゐ
る
・

考

察

多
く
の
作
物
事
書
を
見
る
重
己
、
何
れ
も
、
種
子
績
は
極
め
て
短
命
で
、
唯
単
に
幼
植
物
の
聞
定
乃
至
そ
の
初
期
の
み
の
策
養
に
興
る
も
の
で

あ
づ
て
、
冠
棋
の
童
生
を
井
に
そ
の
機
能
を
停
止
す
る
様
に
書
か
れ
て
ゐ
る
。
ノ
ワ
ツ
キ

1
2
0
4
5
c自
(
一
主
u
v
、
シ
ン

r
レ
ル
∞
島
屋
富
岡
E

(一角

)3.
タ
ワ
シ
テ

CCEH又
一
ん
一
世
一
て
ウ
イ
1
パ

l
g
E
4
g《一九一斉
w
。
永
井
氏
(
一
九
四
O
V

に
よ
れ
ば
、
小
婆
で
は
種
子
棋
は
冠
根
の
護

生
と
共
に
死
滅
す
る
・
し
か

L
、
時
に
種
子
板
が
冠
根
の
代
り
に
良
く
費
量
す
る
。
特
に
乾
燥
と
か
渇
植
し
た
場
合
に
於
て
・

プ
ゾ
フ
六
回
』
司
民
連
(
一
・
宝
八
〉
、

し
か

L
乍
ら
、
ジ
ヤ
ツ
ク
ゾ
ン

7
自
岨
富
士
均
一
三
v.

又
ハ
イ
ユ
ツ
シ
ユ

E
E国
自
に
よ
れ
ば
、
ミ
ヱ

1
ジ
ユ
言
自
由
刷
芸
品
}
、
タ
ラ

ク
レ
シ

7
p
g
Z〈
一
主
一
)
等
は
何
れ
も
禾
穀
類
で
は
種
子
根
も
亦
極
め
て
良
く
愛
育
し
て
、
植
物
生

育
の
終
期
迄
そ
の
機
能
を
停
止
?
る
と
と
な
く
、
植
物
柴
養
上
重
要
な
働
き
岳
も
す
る
と
と
を
認
め
て
ゐ
る
・
ク
ラ
ソ
プ
見
キ

l
P
E
8
4曲目

A

一
通
一
さ
も
姿
類
に
つ
き
此
等
極
子
棋
及
び
冠
根
の
作
用
に
就
て
詳
細
-な
研
究
-を
行
ひ
、
組
口
氏
(
一
主
回
)
も
同
様
な
研
即
売
を
行
ひ
桂
子
棋
の



暗
室
E

酷貫性
b
h
輔
脅
し
℃
ゐ
忍
@

以

K
O様
に
種
子
棋
の
機
能
に
就
で
は
二
種
の
異
っ
た
見
解
が
あ
る
様
で
あ
る
が
、
根
に
闘
し
て
綿
密
に
試
験
し
た
人
々
の
報
告
陀
於
て

何
れ
も
意
見
が
一
致

L
て
ゐ
る
と
と
か
ら
見
て
、
ハ
イ
ュ
ツ
シ
品
の
言
の
如
く
前
の
意
見
は
誤
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
.

掠
℃
、
種
子
棋
は
同
一
品
種
で
も
制
穂
聞
に
差
が
あ
り
、
粒
大
の
犬
き
い
も
の
程
、
棋
敷
の
多
い
と
と
が
、
と

L
K
再
び
碓
め
ら
れ
た
。

と
の
と
と
は
粒
の
大
き
い
も
の
が
、
唯
、
単
に
貯
施
物
質
の
多
い
と
と
の
み
で
栓
〈
、
幼
芽
・
も
犬
き
〈
、
そ
の
土
、
種
子
棋
教
が
多
い
と
と

に
去
り
、
小
粒
の
も
の
に
比
し
て
、
極
め
て
良
く
輩
宵
す
る
と
と
左
裏
書
き
す
る
も
の
で
あ
る
・
と
の
と
と
は
作
物
栽
培
上
、
種
子
謹
揮
が

重
要
で
あ
る
と
と
を
調
ず
の
み
守
な
ぐ
、
育
種
主
情
伺
漣
抜
に
際
し
寸
、
む
の
栓
え
に
封
し
て
多
少
の
顧
慮
を
揚
ふ
ぺ
き
と
と
が
考
へ
ら
れ

る
。
又
、
品
種
に
よ
っ
て
種
子
棋
の
教
に
は
相
官
の
差
が
あ
る
。
と
の
と
と
も
亦
作
物
品
種
の
育
種
上
顧
慮
す
べ
き
特
性
と
考
へ
ら
れ
る
。

目
、
大
夢
幼
植
物
の
地
上
部
封
地
下
部
監
鞠
重
比

(T
一R
寧
)
に
就

τ

(
田
内

E
4
8
4・一九一一八〉

筒
、
種
子
根
散
は
品
種
に
依
り
異
る
。
と
の
場
合
、
絵
り
そ
れ
等
は
粒
重
と
は
閥
係
が
た
い
と
と
、
及
び
粒
が
犬
き
く
根
般
も
多
い
品
種

群
の
存
在
す
る
と
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
而
し
て
、
と
の
品
種
の
種
子
根
数
は
可
な
り
安
定
し
た
値
を
一
不
す
も
の
で
あ
っ
て
、
品
種
鑑
別
上
利

用
さ
れ
縛
る
特
性
で
あ
る
と
考
へ
る
。

種
々
の
大
奏
品
種
を
既
速
の
僚
件
で
培
養
す
る
と
品
種
に
依
b
v
地
'
上
海
は
著
し
く
聾
背
伸
長
す
る
が
、
地
下
部
の
蜜
宵
が
相
封
的
に
或
は

叉
絶
封
重
に
於
て
護
育
の
悪
い
も
の
、
或
は
そ
の
反
封
の
も
の
等
あ
hv
、
叉
、
加
恨
の
太
さ
、
初
生
棋

(
E
S司
Z
5
N
Z
V
の
根
長
等
に
闘
し

大
安
幼
僧
薗
閣
の
符
怪
に
閲
す
る
研
究

一
三
七



大
壇
賞
幼
績
物
の
特
継
に
関
す
る
研
究

一4

ニ
八

て
色
相
嘗
著
し
い
品
種
間
差
異
が
見
ら
れ
た
。
そ
れ
で
、
多
数
の
品
種
に
就
て
.
外
視
的
に
、
か
う
し
た
特
性
を
表
現
す
る
と
と
は
困
難
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
一
方
法
と
し
て
、
地
上
部
封
地
下
部
乾
物
重
比
(
T
一R
率
)
を
以
て
示
す
と
と
‘
為
し
た
が
、

と
種
々
閥
係
を
有
す
る
と
と
が
判
り
、
む
し
ろ
と
の
と
と
の
方
が
重
要
で
あ
る
と
と
等
が
判
っ
た
。

今
、
と
れ
に
閲
し
て
行
っ
た
試
験
に
就

τ連
ぺ
ぞ
う
・

と
の
T
一R
率
は
諸
他
の
特
性

質
験
材
料
並
に
方
法

試
験
に
用
ひ
た
材
料
は
賞
初
に
述
べ
た
も
の
と
同
様
で
あ
る
。
各
種
の
測
定
を
終
へ
た
金
材
料
に
就
き
、
品
種
毎
に
、
集
め
、
各
々
粒
及

ぴ
匹
の
部
を
丁
寧
に
除
き
水
洗
し
、
地
上
部
及
び
地
下
部
に
分
け
て
シ
ャ
ー
レ
に
入
れ
、
三

O
度
で
七
日
間
風
乾
し
、
後
デ
シ
ケ

I
タ
ー
に

入
れ
、
二
週
間
更
に
枕
水
し
、
時
々
重
量
の
一
定
し
た
頃
夫
身
重
量
を
測
定
し
、
品
種
毎
に
雨
者
の
比
を
算
出
し
た
。

結

果

1
・
T

R
率
の
同
}
品
種
に
於
け
る
費
異
の
程
度

第一七表

大葬同一品種内の幼植物
TfR*の費異

水晶関取305貌 2. 1.64 
3. 1.回 i

1. 

虎の尾 7 聖書
2. 1.46 
3. 1.951 
zp均 1.701

1. 1.71 

大六角 22続
2. 1.!11 
3. 2.28 

ト一一 一一一一一
平均 1.99

1. 1.771 

備前早~ 36就
2. L回
3. 1.89 
平均 1.82

i 1; 1.79 

$ t白 3. 1.71 
平均 1.87

1. 1お

ヨピy カタギ4披
2. 1.卸

3. 1.55 
卒鈎1.40

1. 1.67 

一 年愛 2 披
2. L52 
3. 1.44 
平均 1.日

1. 2泊

4主 繰 2 銑
2. 2.31 
3. 2.45 

|卒均乞伺

島根大委 1続 2. 2.58 
13. 2.お

卒均2.54



同
一
品
種
に
就
き
三
回
繰
返
し
試
胎
し
た
結
果
は
第
一
七
去
の
如
く
で
あ
石
・

と
の
結
果
に
依
れ
ば
、
時
に
可
な
り
異
っ
た
債
を
示
す
も
の
も
あ
る
が
中
に
は
可
た
り
良
く
一
致
し
て

ゐ
る
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
と
の
程
度
で
は
未
だ
不
十
分
で
あ
り
、
嵯
異
性
に
就
て
論
や
る
と
と
は
出
来

な
い
。
し
か
し
、
一
般
に
、
と
の
率
の
高
い
品
種
は
常
に
高
く
、
低
い
も
の
は
一
般
に
低
く
、
従
っ
て
T
一R

2
、
本
邦
大
奈
の
幼
植
物
T
一R
翠
の
品
種
間
費
異

率
の
大
小
も
亦
品
種
に
就
て
特
性
的
で
あ
る
と
と
が
伺
は
れ
る
と
思
ふ
。

一
表
に
組
め
る
と
第
一
八
表
及
第
一
一
回
の
如
く
で
あ
る
・

本
邦
大
安
品
種
一
一
一

O
一
に
就
て
、
そ
の
T
一R
率
を
調
資
し
た
結
果
は
附
表
の
如
〈
で
あ
っ
て
、
と
れ
を

T 
R 
率

種
I'C 

可
tI. 

著
し
ν、
費
異

よ ¥二hz

tft. 

と
の
結
果
に
よ
れ
ば
、

上
部
と
地
下
部
の
乾
物
重
が
殆
ど
閉
じ
位
の
も
の

か
ら
地
上
部
が
三
倍
以
上
の
目
方
を
有
す
る
も
の

ま
で
お
り
、
最
も
多
い
の
は
了
二
|
一
・
八
倍
位

の
品
種
で
あ
る
。

此
の
特
性
に
依
っ
て
我
々
は
品
種
の
鑑
別
を
行

ふ
と
と
が
出
来
る
。
し
か
し
と
の
方
法
は
手
数
を

要
す
る
か
ら
、
此
等
の
数
字
を
恭
礎
に
し
て
、
地

大
委
幼
植
物
の
将
位
に
関
す
る
研
究

第一一圃

本邦皮婆線型Hc於ける幼植

物の TjR重軽品種内の蟹異

50 

30 

却

4。

本邦皮婆裸奏i亡於ける幼植物のTjR至極の品種間貸異

1旬

109 
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T
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得
ら
拠
た
。

と
の

T
-
R
率
低
地
上
部
及
び
地
下
部
夫
身
の
風
乾
亘
か
ら
・
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

と
の
雨
者
と
の
閥
係
を
知
る
と
L
d
も
必
要
で
あ
る
・

午
、
此
等
間
群
に
放
て
、
そ
の
予

均
晶
患
を
示
す
と
第
二

O
表
の
如
く
で
あ
る
。

以
上
の
結
情
景
か
ち
み
る
に
T
一R
輔
の
最
も
高
炉
群
拡
皮
萎
の
長
型
で
あ
る
。
失
は
、

裸
事
実
の
長
型
及
び
皮
萎
の
短
塑
で
あ
っ
て
、
此
の
雨
者
の
聞
に
は
全
く
差
乞
認
め
得
及

川

w
e

最
も
低
M

り
の
は
裸
事
実
の
短
型
口
剛
種
群
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
邦
大
薬
品
種
は
T

一R

車
中
に
闘
し
明
か
に
三
群
を
国
別
し
縛
る
薄
で
あ
る
。

而
じ
て
、
乙
の
T
一R
率
を
構
成
し
て
ゐ
る
地
上
部
及
び
地
下
郁
夫
々
の
重
量
の
平
均

数
を
見
る
と
、
地
上
部
の
重
量
は
皮
姿
。
長
型
、
裸
萎
の
長
型
、
庇
奏
の
短
型
及
び
楳

婆
短
型
の
相
序
で
あ
っ
て
、
長
型
は
短
型
に
比
し
て
明
か
に
重
い
と
と
が
見
ら
れ
る
。

と
れ
に
反
し
、
地
下
部
で
は
裸
奏
が
皮
萎
に
比
し
て
何
れ

ι重
く
、
且
叉
短
型
が
長
型

よ
り
重
い
傾
向
b
t
有
す
る
と
と
が
判
る
。

来
に
、
各
品
種
を
そ
の
栽
培
地
心
気
候
別
に
分
け
、
各
わ
平
均
数
を
求
め
て
見
る
と

第
二
一
表
。
如

t
k怠
る
。

と
D
結
果
‘
樺
太
、
北
海
道
、
日
本
栴
岸
等
b

沙
問
裳
冷
の
地
方
の
日
制
腫
の
T

R
隼
は
取

大
車
茸
幼
傭
"
の
特
性
に
・
す
る
研
究

本邦大差F品憧の皮婆.裸要F並にその長、

短型品種群の地上部‘地下部の乾物重並

にその比・平均数及びその王子均誤差

l-竺主塑竺|
卒均 IP. E. m 1卒

ω512 I 土0・明3
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海
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
地

大
直
宮
幼
僚
船
田
の
特
性
に
宙
開
ず
る
研
究

方
の
夫
れ
に
比
し
、
明

か
に
大
き
い
数
字
を
一
不

し
、
此
等
両
地
阪
の
中

聞
で
あ
る
東
山
地
方
で

は
そ
の
値
も
亦
中
聞
と

た
っ
て
ゐ
る
。

向
、
叉
、

と
の
様
に

地
方
別
に
し
た
場
合
に

於
て
も
皮
萎
は
何
れ
も

裸
萎
よ
り
T

R
事
が
高

い
と
と
を
本
表
か
ら
見

る
と
と
が
出
来
る
。

考

察

地
上
部
の
研
究
に
比
し
て
地
下
部
の
研
突
は
賓
験
操
作
上
多
く
の
困
難
を
持
っ
て
ゐ
る
需
に
比
較
的
少
い
。
更
に
地
上
部
と
地
下
部
の
相

本邦大萎皮裸品種の気候的分布と

その幼植物の T.R. ~事

第二一表

方地

互
闘
係
に
就
て
の
研
交
は
更
に
少
い
様
で
あ
る
・
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It 

畳

何

と
h

に
、
本
邦
大
葬
品
種
の
幼
植
物
の
T

一R
率
に
就
て
比
較
を
行
っ
て
、
品
種
聞
に
可
な
り
著
し
い
差
の
あ
る
と
と
を
知
っ
た
。
し
か
し
、

海

樺

~~ 

東山地方

瀬戸内海沿帰地方

北九州地方

南海地方



と
の
特
性
は
品
種
鑑
識
上
に
は
飴
り
使
利
友
形
質
で
あ
る
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
唯
、
特
に
差
異
の
顕
著
-
な
も
の
L
聞
の
比
較
に
の
み
用
ひ

得
る
程
度
で
あ
ら
う
。

向
、
と
の
T

R
車
中
の
口
問
題
開
業
臭
の
原
因
は
全
く
不
明
で
あ
る
・

〆

地
上
部
と
地
下
部
と
で
は
、
外
界
の
諸
要
素
に
針
す
る
反
感
は
可
た
り
異
る
も
の
L
様
で
あ
る
。

ハ
リ
ス
国

E
Z帥
(
一
九
一
き
は
小
妻
、
玉

萄
黍
、
腕
豆
で
は
培
養
基
の
水
分
の
増
加
が
最
も
顕
著
に
T
一R
慈
の
増
加
を
来
さ
せ
、
肥
料
の
増
加
も
可
友
り
効
果
の
あ
る
と
と
芝
迷
ペ
て

ゐ
る
。

タ
ー
ヂ

1
吋
安
富
国
(
一
九
一
一
一
C

は
犬
萎
及
び
玉
萄
黍
の
一
四
日

l
四
九
日
程
度
の
植
物
で
は
、

T

R
率
は
培
養
液
の
浪
度
、
酸
度
に

は
徐
り
開
係
尽
く
、
硝
酸
晦
の
量
の
増
加
に
よ
り
著
心
く
高
め
ら
れ
る
と
と
及
び
荷
齢
の
古
く
た
る
に
従
ひ
同
様
と
の
寧
が
高
く
な
る
と
と

を
報
告
し
て
ゐ
る
・

本
質
験
で
、
養
分
の
給
源
と
し
て
粒
重
が
聞
係
あ
る
か
と
考
へ
、
品
種
の
T

R
車
中
と
千
粒
霊
と
の
聞
の
相
闘
を
割
罪
し
た
が
何
等
関
係
は

し
か
し
乍
ら
、
と
の
結
果
に
於
て
、
皮
変
が
裸
婆
に
比
し
て
明
か
に
T
一R
事
が
高
く
叉
、
芽
鞘
の
長
い
品
種
は
短
い
品
種
群
に
比
し
て
同

見
幽
さ
れ
た
か
っ
た
。

街、

T
一R
率
が
作
物
の
生
理
、
生
態
上
如
何
な
る
意
味
を
有
す
る
か
に
就
て
も
寡
聞
の
鴬
何
等
知
る
と
と
ろ
が
恋
い
。

様
に
高
い
と
み
』
が
知
ら
れ
た
。
向
、
地
方
別
品
種
の
T
一R
率
が
北
方
積
雪
地
方
に
於
て
南
方
暖
地
の
夫
れ
よ
り
高
い
と
と
が
明
か
に
認
め
ら

れ
た
。
本
邦
で
は
皮
婆
が
主
と
し
て
北
方
積
零
地
に
多
〈
、
裸
菱
の
栽
培
は
暖
地
に
眼
ら
れ
る
と
と
及
び
芽
鞘
の
長
い
も
の
と
短
い
も
の
と

の
聞
に
も
全
く
同
様
の
闘
係
が
見
ら
れ
る
・
(
と
れ
に
ヲ
い
て
は
別
に
報
告
の
議
定
で
あ
る
〉

此
等
の
諸
結
果
は
耐
零
性
と
T

R
率
と
が
多
少
闘
係
を
持
つ
も
の
で
た
い
か
と
云
ふ
と
と
を
想
像
さ
せ
る
・

品
問
、
松
尾
氏
(
一
丸
岡
O
)

に
よ
れ
ば
、
耐
零
性
は
播
種
期
の
遅
れ
る
に
従
ひ
著
し
く
減
少
し
て
来
る
と
と
や
、
移
植
が
耐
零
性
一
定
婚
す
と
と
、

大
E
Z
幼
情
物
の
瞬
時
住
に
闘
す
る
研
究

一四一一
一



大
褒
幼
櫨
駒
の
特
曾
に
闘
す
る
研
究

一
阿
問

又
.
八
柳
氏
{
未
意
地
衣
)
は
勢
棋
に
ま
り
耐
雲
性
の
増
大
す
る
と
と
を
迷

ヘ
て
ゐ
容
。
此
等
の
藷
操
作
は
一
方
か
ら
見
れ
ば
T

R
事
の
増
大

と
一
耳
ふ
と
と
b
L
考
へ
さ
せ
る
。

鍛
し
M
r
ら
、
以
上
の
結
果
は
揖
暑
的
な
も
の
で
あ
ワ
て
、
各
品
種
に
就
て
、

T
一R
率
が
耐
零
性
と
直
接
聞
係
あ
る
も
の
で
あ
る
か
左
う
か

は
不
明
で
あ
り
、
と
札
を
一
離
に
論
や
る
と
と
は
甚
だ
危
険
で
あ
る
a

雌
官
、
と
h

で
は
、
多
少
さ
う
レ
た
傾
向
が
見
ら
札
る
と
一
疋
ふ
程
度
の

と
与
を
指
指
す
る
に
止
ま
る
。

今
後
、
地
企
部
の
研
究
と
共
に
地
下
部
と
の
相
互
関
係
が
調
奈
研
究
さ
恥
ん
と
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
・

摘

要

て
本
邦
産
主
要
大
葬
品
種
三
二
六
を
用
ひ
、
幼
植
物
の
特
性
、
就
中

ー
、
芽
鞘
の
長
さ

2
、
芽
鞘
の
生
育
角
度

3
、
種
子
根
数

4
、
並
に
地
上
部
封
地
下
部
乾
物
重
の
比
(
T
一R
翠
)
に
就
て
、
夫
身
、
外
国
仲
諸
僚
件
と
の
閥
係
、
品
種
間
差
異
並
に
他
の
生
理
、
形
態
的

諸
特
性
と
の
聞
係
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

二
、
犬
婆
芽
鞘
の
生
長
と
外
界
諸
録
件
と
の
聞
係
は
燕
萎
の
芽
鞘
の
成
長
と
大
関
似
た
も
の
で
あ
る
。
卸
ち
、

(
イ
V

温
度
二

C
度
、
暗
黒
で
は
、
最
大
成
長
位
置
床
後
、
四
日
及
五
日
に
行
は
れ
、
六
日
か
七
日
後
に
拡
最
大
の
長
さ
に
産
す
る
。

〈

ロ

)

同
一
品
種
で
は
粒
P
小
さ
い
も
の
程
芽
鞘
拡
短
く
、
特
に
痩
小
の
粒
は
著
し
く
短
小
で
あ
る
。

れ

れ

}

生
育
温
度
二

O
l
一
間
度
で
最
も
長
く
、
温
度
~
か
そ
れ
よ
り
高
い
時
も
低
い
時
も
短
く
な
る
。
叉
、
乾
燥
や
光
線
の
照
射
も
茅
鞘

。
長
さ
主
緩
く
す
る
。



〈ユ

ν

粒
を
砂
市
守
に
埋
め
る
と
き
、
五
糎
位
迄
は
探
く
な
る
程
‘
芽
鞘
は
長
く
な
る
が
、
更
に
探
く
た
る
と
反
っ
て
短
〈
な
る
。

一
品
種
の
芽
鞘
の
長
さ
は
、

一
定
締
件
。
下
?
は
可
な
り
定
安
し
た
低
P
L
示
す
も
の
で
あ
る
。
筒
、
本
邦
大
安
で
は
品
種
聞
の
鑓
具
の

幅
は
二

O
粍

l
七
三
粍
に
達
し
甚
だ
大
を
く
、
従
っ
て
、
芽
鞘
の
長
さ
は
品
種
貨
別
上
重
要
注
特
性
と
見
倣
心
得
る
・

回
、
大
葬
の
芽
鞘
は
暗
所
で
は
、
直
立
す
る
と
と
は
稀
で
、

一
般
に
水
平
面
と
或
る
角
度
を
以
て
伸
長
す
る
・
と
の
角
度
は
品
種
に
依
り
異

る
-
と
の
品
種
聞
の
組
員
同
提
の
幅
は
二
八
度

1
七
八
度
に
捗
る
も
の
で
、
品
種
鑑
識
上
の
一
特
性
と
し
て
用
ひ
得
る
。

五
、
乙
の
生
育
角
鹿
は
生
育
温
度
ニ

O
度
位
。
時
最
も
小
で
、
温
度
が
高
い
ど
き
も
、
低
い
時
も
梢
直
立
し
て
来
る
。
叉
、
種
子
を
砂
中
に

埋
旋
す
る
と
き
著
し
く
直
立
す
る
も
の
で
あ
る
。

六
、
と
の
生
育
角
度
は
圃
相
場
に
於
け
る
所
調
叢
生
と
は
何
等
開
係
が
な
い
。

七
、
と
の
生
育
角
度
の
品
種
間
差
異
の
原
因
は
、

+
A萎
芽
鞘
が
果
皮
及
種
皮
の
下
を
通
っ
て
生
長
し
て
、
後
、
粒
か
ら
隠
れ
て
現
は
れ
て
来

る
そ
の
位
置
が
異
る
と
と
及
び
背
地
性
の
強
さ
の
差
異
に
あ
る
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

八
、
種
子
根
教
は
同
一
品
種
内
で
は
粒
の
犬
小
と
・
密
接
な
闘
係
が
あ
り
、
粒
の
大
を
い
も
の
程
種
子
根
数
は
多
い
。
叉
品
種
に
よ
っ
て
種
子

根
教
に
可
お
り
犬
ぎ
な
菱
岡
持
が
あ
明
。
。
而
レ
℃
、
種
子
根
陥
植
物
の
生
存
に
重
要
な
役
割
を
演
や
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
と
の
事
賓
は
種

子
選
揮
の
重
要
性
を
更
に
裏
書
き
す
る
と
共
に
育
種
上
品
種
の
種
子
根
数
の
多
少
も
亦
顧
慮
す
べ
き
一
特
性
と
考
へ
ら
れ
る
。

九

一
品
種
の
種
子
根
数
は
比
較
的
安
定
し
た
値
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
且
、
品
種
聞
で
は
、
平
均
敢
に
於
て
、
四
・
六
・
本
1
八・

O
本
に
渉

る
建
国
費
が
あ
り
、
品
種
区
別
上
多
少
利
用
し
得
ら
れ
る
a

一
0
・
種
子
根
敷
は
品
種
闘
で
は
徐
り
粒
重
と
の
聞
に
相
閥
々
係
は
な
い
。
芽
鞘
の
長
い
品
種
群
は
全
般
と
し
て
、
芽
鞠
の
短
い
品
種
群
に

大
E
E
幼
植
駒
田
の
持
管
に
闘
す
る
研
究
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地方別大萎各品積幼植物特性表表附

飽和水量を有する川砂

ニO度

{暗黒匝〈一日一0分蜜内撤光に嘗てる子

照明広一二Oルツグス連続照明

多源

七日間

きfA暗所生長の縫合

lB明所生長の場合

2.芽鞠の生育角度

3.幼根数

4.地上部封地下部室霞比

備考 I坊 料

供試蔑子はなるぺく良く充賀したものを選んだe

E生 r育傑件

1. ~査芽床

2. i!1度

線

寝

間

長の

&光

4. 昔話

$期

鞠1.芽

犬
軍
習
幼
徳
助
の
特
使
に
関
す
る
研
究

府煙!J!l車
一芽量一鞘主の TjR 府 芽鞠の R1 

品種名 角度根敏 勝品穣名長き角度根重量
Tj 

暗明 率

北 大 1宣言 521.47 69 7.8 2.18 E11rl;l;|;|:;lJ 樺
札幌六角 49 I 41 位 6.5 2.お

樺太在来 49 I 41 58 &色 2.25 岩リー 2披

曾告書 2貌 45I 44 I 54 I 5.9 

スミレ標 56 51 44 6.1 1.田 滅岩手大量腎 1 42 38 46 5.0 1.54 
太

様丸賀 1暁 52 45 48 5.8 1.77 

曾律傑3盟主 40 39 42 4.9 1.79 
北大 1滋 52 45 62 8.0 2.43 手

1.92 陸初 1貌 40 36 48 5.5 

~~ 北 大 4滋 49 45 68 6.3 2.47 

北 大 9滋 49 47 66 6.8 2.31 宮 F強六123 
39 42 位 5.1 

秋蒔シバリ 48 42 64 6.4 2.55 城 角 2 39 36 I 61 5.4 

海
札幌大角 43 ':y 45 6.0 2.48 

二角シパリ 陸奇問 1盟主 41 44 I 60 6.1 1.82 
38 67 7.3 1.76 

秋 陸羽 2漉 51 49 I 57 5.8 2.02 

道 三周子 1滋 57 判 32 4.9 2.06 奥羽 1畿 47 43 お 6.0 1.69 
田

2.17 丸賓 16滋 日 44 41 5.7 2.11 " 2波 42 39 44 4.8 

一
四
九



府| |掛+4-l輔の名;!日 晶署名lf度叫

型大E 

" 4減伺 431471 5.7 議 g結z鳩 1I 24 ， 20 I 70 I 5.211•751 = 
" 5貌 45146 日 5.8 晩聞取1披 241 20 1 70 1 4.811.68 物

、 の
" 6貌 4514416715.9 曾告書 1就z31 21 1 56 1 4.8 i 1.69 特
秋 |佐

=刃 I~~ I ~~ 1 ~: I ~.:島院
御 勝 521 49 ~ 42 1 5.7 僻 襟3貌併初 581 5.2問事

る

仙 北 51146 日5.9 新大概1貌係按泊 5.912.62 要
雄 勝 50145

ft 42 I 5.6 善光寺 461 40 1 52 1 5.21 2.40 
滋場手備前2

46 1 40 1 62 1 6.4 六角 1貌 451 41 1 43 1 5.812お

曾樟 2君主 421 43 1 f{l 1 6.7 長 岡 431 36 1 56 1 5.91 2.0] 

歯医 洲 54145...4415.8

回|申泉在来印 431 55 1 5.7 1 2.飽

子 ν1伯信田1富白 委 491 42 1 65 1 5.3 1 2.61 

M1al唱 l:r:1臼 l

大正餐 431 160 1 6.21U16 

山関 取 2412016714.611.99

曾簿傑3量1139 1 36 1:56 1 5.3 一ー」生

総 川 大 委 56 48 35 5.7 2.61 
石

山|三 沼田 3915414.8 河北郡在来 651 46 1 40 1 5.312.39 

細 雪~ 1 471 41 回5.7 能美郡在来 541 40 1 54 1 4.912.83 

在 来 六 角 561 44 1 65 1 5.7 妨主大型事 印 421 57 1 5.6 12.32 

管銭制 時5I 52 I 45 I 48 I 5.3 石川珍子偲但 27 1 5•8 1 2.11 五

編 |泊 JtllI I I I I I Q 
百足袈 491 38 1 65 1 5.3 曾惨棟三誠 431 42 1 62 I 5.2 1 2.46 
曾在韓 2量!146141 161 16.012.7711 ! -~_.._-! I -! ! 

題|剤E望号 2盟主 3813915615・9 穏篇弁自愛 521 45 1 52 1 5.21 3.咽

細姿 3盟主 43139 回 5.8 八 百 491 42 1 49 1 5.71 :il.lEl 

議城六角2 沼 井本碇六角 45 伺符4.912.74



府
芽輔の

府

品種崎角度開
長き

層高 品襲名 角度 軍高
別 別

~ 
'竹E桃茨城3-4 26 

宮賢 金 玉 28

水 H品 21 
四 団 27

護繍茨引 44 
百害 問 山 23

ゴー・，ヂンメロ"56 
畿内 1披

減 耐
竹 株 24

上l1・l白 傑 27 
早~美漉 28 

栃
ず F ルヂγ

55 49 74 7.6 2.12 
奈 鎌 倉 44

メロン 1盟主

妨主 1蛾 23 21 65 5.3 l:.rl }II 
自 重 量 子 47 

関取 1娘 お 22 67 5.0 1.回

木 虎ノ尾 1披 21 18 42 4.9 1.231 4空局主 53 47 42 6.0 1.00 t11 

自愛 6誠 52 50 53 6.4 1.84 
長六角 22 47 47 44 5.7 2.1C 

音字
貌自備2前早生5 51 49 51 5.8 2.31 

備6前!It厚生3 43 42 54 5.9 2.08 

ヨシガラ
印 47 57 6.2 2.a 捜ノ尾7t施 28 24 39 5.3 1.4E 

21魔

万カ 30 z1 
梨 水0晶5銭閥取3 加 お 63 4.9 1.5.': 

65 5.5 1.64 

関取回 2獄 26 26 71 4.911.76 
日 46 2.4C 大六角 也 5.4 

長
問 委 日 55 36 5.9 1.9e 

a罵
原 町 44 44 56 

E型 年 却 29 61 6.011.41 宮iIt51 42 43 5.1 2.21: 

ヨ'ー)1-テ'y
62 51 78 7.9 2.01 

備前早‘生 47 42 65 5.3 1.74 
メロシ埼1蛾

埼 五畝間石埼 31 29 48 5.6 
ヴ~ :1 尾 27 日5.2 1.9~ 

1競 1.20 

備4盟前主早生埼 30 28 42 5.2 
閥取 25 21 1.7S 

1.56 野
競倍取 105

伊巴ノ尾埼l 28 26 42 5.4 
23 18 6115.2 1.7S 

費量
1.70 

玉
閥取埼1披 25 23 6814.9 1.72 

量品谷風升畑槍749 9 
59 51 'dl 5.6 1.67 

紅海埼H虎 26 26 7115.6 1.38 
被

2o 泊 46 5.0 1.2悶

三徳 50 46 40 1 5.7 2.お
105 26 26 54 5.Z 1.24 

手 貌

穂 鋪 48 43 44 5.3 1.69 

妨 主 l披 26 却 67 5.6 1.48 
屋樋 44tt 42 'y 50 5.1 1.4E 

皐
業

関取 2繊 24 24 併 4.7 1.71 白チ V :2 泊 24 臼 5.1 1.32 

大
暴
幼
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物
の
特
慢
に
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る
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一
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一
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府
芽事開の

T/R! 府
芽砲の

角度|州

長さ 長さ
軍高 品罵名 角司E樋敏

率
軍需 品種名

暗|明IJ!J 日目

iir 49 44 43 5.7 
11 •. 7回0!; 

大六角 1磁 49 45 35 5.9 
稼 418 京

45 37 5.4 a 26 58 5.1 自大饗 1M 48 

磐 田 三 徳 28 包 54 5.2 1.14 倍取 1滋 25 19 回 5.4 

織内聞取2 24 21 69 f.O 1.52 
磁

屋根裸 l覇軍 35 I 31 1 61 1 4.811.441 
赤jf!力 31 25 52 4.8 1.26 都 30 1 29 特別 1.6~d、首 1 盟主
コピyカタ 25 26 国 5.1 1.28 

!司 ギ

白珍子 24 22 54 5.2 1.26 滋内交野
大 ai・L内e宅建省 2712415715.1 

白熊 41 37 41 6.2 1.75 
12 愛

繊細 部 25 43 5.2 1.83 2512215615.5 

胞 却 27 56 4.9 1.66 仁田裸
阪

谷風 2‘鋭 お 22 66 5.1 1あ 奴 5 2 君主 忽 211 61 1 4.8 11 

ヨピyカタ 34 30 51 5.5 1.31 白大姿 56 51 ';{l 5.9 ギ1貌

知 一早生 27 25 54 5.7 1.48 兵
43 59 5.5 l.5~ 八石 48 

白 制審 '2:1 26 日 5.6 1.21 

魁 30 25 54 5.0 1:佃 赤耐力 出 2日3 49 5.4 1.l6 

一『一
三重珍子 27 24 50 5.1 1.46 新静力 l就 沼 30 50 5.1 1.10 

倍取 15童話 24 21 国 5.3 1.42 庫
新淡路 31 27 55 5.1 1.包

大阪 6貌 お 29 前 5.0 1.09 
言l白米 1就|詔 128ド515.111.1J

大白 34 お 回 5.5 1.48 

白胴 6滋 32128 59 5.611.'2:1 
和 耐力委 却 29 55 4.8 1.16 

重
コピYカタ 3112o 48 5.711.13 
が36盟主 短事事 d、玉 27 24 62 5.2 1.121 
自主主子 2披 30129 59 4.911.15 国究

白珍子 26 25 66 5.4 1.32 

滋 車車時姻r 52 48 37 6.4 1.7~ 
Ul d、玉131虎 24 24 64 5.3 1.26 

質主主子9 26 包 48 4.9 1.24 

費八石5 担 19 54 5.1 1.42 烏 尉穂 2就 55 44 64 5.5 2.お
量話

賀 容喜早生線 51 45 45 6.0 1.48 取
コピνカタ

31 28 55 5.5 1.22 
ギ1蛾



府
芽聞の 府. ~織の

軍別需 品種.名
長 き

角度
勝目H 品種名

長さ
角穫 複数

T/R 

暗|明 率

厚木曾2就 55 48 ， 42 6.1 1.90 コピーrカタ 26 
lf 

島 香
早木曾3蹴 56 50140 5.5 1.90 コピy1蛾 28 

毒機大餐1 55 46 54 5.5 2.34 白珍好1獄 23 

学繰 2扱 52 44 49 5.4 2.26 香川傑1君主 27 
111 

屋楓裸 1貌回

根
ーふ年2耳E波 51 43 52 5.9 1.64 

コe'yカタ 43 40 47 5.7 1.62 愛 屋根練2減沼 31 47 4.9 1.30 
ギ4盟主 e 

早生妨主 29 24 44 6.0 1.84 
愛媛傑1童話 30 27 63 4.8 1.24 

関 事申 堂 z! 22 42 5.9 1.39 
愛媛傑 2減 32 お 48 5.5 1.44 

媛 改良幼主餐 24 24 国 5.1 1.31 
節 黒 笥 21 47 6.3 1.22 

在来短を 21 19 57 1 5.011.印
則 府 在 来 59150 2 日吋

矢警 47 45 54 1 6.211.17 高
北川長さ 54148 59 1 5.7 

μi コピγカタ 29 26 61 1 4.6 11.13 
入野在来 回 46 4715.6 ギ

白トウ 24 22 74 1 5.611.25 
北川坊主 27 1 25 49' 5.5 

倍取11!成 24 20 6414.911.55 
民 高知早生裸 51 145 

コピyカF 却 28 6215.511.ω 
ギ 大石 49滋 34129 

冒 1紅梅10盟主 26 26 52 1 5.111.16 
知

宏、制力 お却 51 1 4.9 
島自珍子 26 24 68 1 5.111.22 

根気不知 包 21 58 1 5.0 11.24 
編 竹 a 下 35 I 31 52 1 5.1 

山携費量 3f克 21 22 49 1 5.511.40 
間 神力機 25 I 26 57 I 5.8 

ロ 銅掘傑 1貌 52 48 44 5.9 1.9C 
ラE 野 27 

自愛 8童話
佐

容器 31129 58 膝 八 21 

型徳車島香1115 E幻 26 国 4.9 1.11 i!F 羽白 30 

診好 1挽 26 25 回 5.0 1.17 策旬量保 24 

診好凡3貌 26 25 回 4.7 1.32 
賀

佐賀裸 28 

島 早生 .繰 30 27 55 5.2 1.16 鬼裸 1滋 却

大
変
幼
継
物
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慨
に
闘
す
る
研
究
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府 思角度 府 31tド略語 品罵名 理fi 昂種名
日目 別

ゴールデy 61 48 73 7Jl 1.81 伊 1出|長
メロ γ

大 般 46 43 50 6.2 1A 
言|印度成148 咋1

御厨 30 ?:l 臼 5.2 1.17 

29 26 
?E jii ;在来 51 46 62 5.6 1.E沼

御島繰 回 5.0 1.15 
崎 南原短2ltl46 42 日 5.7 1.E誕

島原操 2 21 54 5.3 1.16 南
防圭 44 41 57 5.6 1.5.: 

八 石 43 40 国 6.2 1.60 
一

徳 33 お 49 4.8 l.41: 

魁 2B 25 日 5.2 1.57 氷原 14滋 25 ?:l 58 4.9 1.42 

二減熊島 26 23 回 4.9 1.30 銭安胴裸 48 49 75 5.6 1.'" 

本
島 原 23 20 51 5.4 1.20 仁 賓 胴裸 46 45 71 6.2 1.5~ 

B予
泡線 45 41 61 5.9 1.~ 

魁 回 5.3 1.36 銭安ワイザ 29 泊 51 5.3 1.0 
大 ルポリ

白胴 26 24 61 5.2 1.22 
改良繰 29' 24 62 5.4 l.O7 

• g荻求水3a額原2国e 大審4
大分繰 54 5.1 0.97 E証

49 47 54 5.2 2.6~ 

大分~ 28125 58 5.5 0.96 
大軍事6 49 40 73 5.5 2.00 

分
221坦

畿 大量署1
犬分膝八 66 5.2 1.03 鷲

26 24 66 5.0 1.84 

富 |i滋佐賀大粒2 61 52 印 5.4 1.48 
値革 高角去費高 62 51 65 5.4 2.α 

ld、鯖 1貌 51 47 29 5.6 1.25 
西 提出 18滋 61 60 74 5.9 2.00 

三月棟1披 49 42 67 6.0 1.45 
1.m 

崎|ネヂレ 2披
在来白 51 48 57 5.9 

z1 24 51 5.0 1.回
2.17 氷原 12貌 51 42 64 6.7 

鎌折 1脇 52 日 57 5.7 1.84 書宇 水原 6童話 44 40 63 5.7 1.~ 

鹿
白書~ 8 JJl 30 25 缶 5.2 在来ポνボ 46 41 飴ヰ包 リ

見 早生操 ?:l 25 70 5.2 1.05 制山在 来 46 41 54 

紅梅 1盟主 24 25 回 5.2 L32 
質事事在来 44 42 59 7.0 2.α 

島
改良膝八 21 18 回 4.5 1.45 鮮 浦 E理 44 40. 日 6.4 2.3<: 



TJR 府
芽鞠の

車両 品種名ー長指iU1一きi現一角度綬敏 層高 品種名 長さ 角度
望巨

耳目 精|明

鎌 折 1蛾 72 日 52 5.0 2.ω 一皮〈宮婿〉 53 47 5.7 2.~ 
北

1.95 1.8t 在来白裸 59 49 41 5.5 S型傘を 51 39 5.9 

型産 褒 55 48 47 5.4 1.白 所 宮城大望号 50 61 5.6 2.14 

島原傑 52 印 38 5.9 1.74 M型春大番喜 49 ffl 6.4 2.1~ 

五畝四石二 50 44 41 5.7 1.61 
音費A盛量大江山 48 46 5.7 1.7E 合

鮮
41 6.5 夏大根 1.5旺在来 l滋 49 回 1.田 47 67 7.6 

A型 雄 勝 47 55 5.5 2.(定
滋
浦堕 411 39 1 58 1 6.7 2.41 所

8箆41西6豆3大望号 1.f距48 64 6.9 

r洲「
至極天白 391 36 1 54 1 6.7 2.38 

40 1.7E 
除-鎗8系:t1 3 1 40 1 37 1 721 6.3 

山口傑 国 6.2 

、山克J 垂水 62 日 5.8 1.00 
ニ守系1613913416216.2

型翌年六扱 回 国 6.1 1.42 

54 47 67 6.1 2.19 歳 大ピシ お ffl 6.5 

丘在来 2滋 59 47 611 6.2 2.10 鰻清 11~ 25 日 5.4 

減奉天黒 日 含立 却 65 5.8 

自慢内 27 27 62 5.6 1.E正
早生〈幅 餐

回 60 5.4 2.40 
弁〉 白I;o主83 27 68 5.2 1.E正

A型濠洲 58 511 5.7 2お lif> 
1.3C A型六角シ I;o 主 25 回 5.6 

pξ リー 58 74 6.7 1.97 

A型 三刃 国 34 5.8 1.8E 溜露西1甑豆大饗 伺 49 6.9 2.44 
研

A型穂嫡 57 43 5.9 2.12 

M型六角愛 49 回 6.2 2.14 

42 
種

京都大饗 56 o.5 2.∞ 
A型マ νム o6 36 6.1 2.17 ート

究 A型蚕北 回

阻 皮 日 48 1 5.511.釦
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附岡第 二 大萎幼芽の生育角度の品種間蟹異

六角シバリー 能美郡在来 d、鯖ーー競




